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企業内における

技能者養成の問題点

後 藤 豊 治

表面上はなにごともなくステッデイな歩みを

つづけているように見える企業内の技能者養成

も,つぶさに見れば,かなり大きな問題をかか

え,苦悩しているようである。造船などにおけ

る技能者養成を中心に,主な問題点の所在をさ

ぐってみょう。

1.目 標の動揺

これまで,ほ とんどの企業内技能者養成の目

標には「基幹工」
°
「 中堅工」を養成するのだ,

ということがうたわれ てい た。ところが,最
近,こ のようなうたいかたをやめてしまって,

養成工の入所にあたって,「すく
゛
れた一般技能

工」となることを要望するのだ, というところ

が出てきた。真意は,「基幹工」「 中堅工」とい

う名にこめられている将来の格づけを明示して

おかないということであろう。過去 2, 3年増

員した養成工の先行き見込みとして,必ずしも

基幹工として遇する方途がたたないこと,一部
を基幹工として遇することは必然としても,全

部にその見込みを告げておくことは,基幹工と
して遇せられない多数の不満のタネになるとい

う配慮が基盤にある。また,進学率の上昇から
みて,高卒技能者の増加は予見できるし,こ の

高卒技能者によって基幹工がしめられるばあい

のことも考慮されているかもしれない。そうか

と思うと,他方では (企業立定時制工業高校の
ばあいであるが), その社が試みた役職工 (職

長)か ら現場課長への作用,つまり監督職から

管理職への登用の事実を示し,その先行き見込

2

みの明るさ 0高さを養成工 (工高生)に アッピ

ールしているばあいも見られる。これは養成工

即工高生であること,企業の長期計画, したが

って人事長期計画によって,登用の見とおしが

ある程度立てられているということが基盤にあ

るようだ。

現実に,職能はたえず分化し,変化しつづけ
ている。ことに過去 6, 7年 そうであったし,

今後もつづくはずである。このような分化・変

化への対応は除々にではあるがあらわれつつあ

る。職能の分化・変化に関しては,他に精細な
分析報告(た とえば,国民教育研究所論稿 5「戦

後教育内容研究の成果と課題」のなかの佐藤興

文「産業の現実と学校」など)があるが,端的
にいえば,職能の高度化と単純化の同時進行と
いう形でとらえることができよう。別ないい方

をすれば,そ の職場でのキイ・ジョブ(key job)

とそうでないものとの格差の拡大ということも

できる。

このような変化に対して,養成目標なり養成

体制はどのように変りつつあるだろうか。ひと

つは養成職種の要約ということである。造船に

ついてみれば,30種以上にのぼっていた養成職

種が, 3, 4年 まえから 17,8職種に要約され

てきたし,要約はさらにきびしくする必要があ
るといわれている。これまでの養成職種から,

単純職種をきびしく除外 してゆ き,高度化さ

れ,キ イとしての意義を強めてきた職種だ |ナが

組織的養成のワク内にとどめられる。除外され

た単純職種については,移動労働カーその多く
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は臨時工か臨時工的性格のもの一によって充当

されるか,初′い者でも簡単な入門的訓練を与え

て臨時工として生産ラインに加えられることに

なる。

高度化への対応の他の側面は,そ のようにし

てしばられた養成工に高校程度の教育 (実質の

みならず,形式的にも)を与え,理論的基礎を

高めることにもあらわれる。しかし, この方策

は高度化への対応というより,養成工の進学希

望と職業訓練のねらいをできるだけ調和させ ,

企業のワク内にとりこむ意図の方が強いばあい

が多い。このことはまたすく
゛
あとでふれよう。

多能工への養成ということも職能の高度化と対

応しているが,そのための養成方式などあとで

またとりあげることにしよう。

10年前は10年前で,それなりの基幹職種 (キ
ィ・ ジョブ)はあったはずであるのに,基幹職
種であるなしをとわず,ひ としく2～ 3年の養

成をしたのはなぜであろうか。本来なら, 1カ

月, 3カ 月, 1年 , 2年養成などとバラエテイ

があってしかるべきであり,その方が資本主義

的生産体制にあっては当然の方式であったろう

と考えられる。ところが,そ うではなくて 1律

に同じ修業期間が設定されていた。実はここに

養成目標をさく
゛
る手がかりがある。単に将来熟

練工となり基幹要員となる半熟練工のうでの養

成だけがねらいなのではなくて, “人間"の造

出がねらいであったからである。その “人間"

というのは,学校がねらうような “近代的市民

性 "をそなえた人間などではなくて,時にはそ
のようなものとの断絶をはかるいみでの企業ヘ

の “帰属感"や “忠誠′い"を もった人間という
ことであったようだ。教育・訓練担当部局の訓

練年限短縮案に対して, トップから “いかん,

うちの社伝来の精神をたたきこむには, どうし

ても 3カ年を要する"と して却下されたという

話があるが, このエピソー ドなど,上の事情を

端的に物語るものといえよう。今日,産学協同
のかけ声が大きいのに,その実際はなかなか進
まない事1青,あ るいは進んだとしても,む りな

歪んだ形の協同しかできない事情のうらにも,

子飼いの養成工を手放すことで,企業精神 0帰

属感などがぶちこわされることへのおそれが 1

因として伏在している。これまでの養成方式を

みると,大変学校に似た形をとりながら,実質
は学校教育の否定やそれとの断絶の上にたって

教育・訓練が展開していたのは奇妙なことであ

るが,そ の主因は “独自の精神・態度の形成 "

という要求にあったとみ られ る。今日,なぜ

“通信教育"と いう協同方式が歓迎され,なだ

れこみといわれるような集団入学が行なわれて

いるのだろうか。それは,通学の必要がない ,

ということも大きな要因であろうが,それ以上

に通信教育の生徒従業員をいろいろな影響をう

ける集団のなかに出さなくてすむということが

考慮されているとみられる。

もちろん, 3年養成のところでは,18才 まで

労働基準法の規定によって就労させ られ ない

が,それまで待って採用するのでは,シ ミのつ

いた移動労働力しかえられないので, フレッシ

ュマンをとっておいて,ゆ っくり教育したうえ

で就労できる時期までつなく
゛
, という意図もふ

くまれているはずである。しかし, このばあい

でも,自企業の色に染めるというねらいそのも
のは変らない。

今日でも,社長への忠誠や企業への帰属感が

重要だと考えられているとすれば,ご くしばっ

た基幹職種だけを養成すること,あ るいは職種
ごとに養成期間を変えるということは矛盾では

ないかと考えられる。たしかに矛盾である。こ

の矛盾をもおかさなければならない条件の解明

は容易ではない。筆者の推沢1が許されるならば,

それはまず第 1に は,養成における技能の熟達
と所期の態度・精神の涵養とのバランスのくず

れということにあるのではないか。つまり企業

内養成の評価とかかわる問題であるし,労組の

強弱,実力登用体制の実現いかんともかかわる

問題のように思える。高度化する基幹職能への

対応は企業の発展にとって必須の方策でなけれ

ばならない。この面での訓練はどうしてもゆる

がせにできない。ところが,養成所出身者の社

是への忠誠′とヽは必ずしも高くない。それどころ

かむしろ社是にとってマイナスの方向に働くば

あいもかなり多い。養成終了後 4～ 5年たって

も先行き見込みが明るくならない。労組から労

働者の地位向上のための中核として働くよう要

一′予
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請され,相応の期待をもたれる。このようなな
りゆきになりやすい。結局,ご く限られた高度
な基幹職種について養成し,先行きをはっきり
させる方が得策であることにもなる。

ところが,基幹職種だけを子飼いにして,他
は移動労働力や短期の導入訓練をほどこした新

規の臨時労働力で充当しようとしても,そ の市

場力淋古渇しかかっているという悩み 力〕出 て く

る。中卒の新規労働者を必要数だけ確保して訓

練していくよりほかないという新たな矛盾が発

生してくる。中卒新視労働力さえ, ここ幾年か

すれば枯渇してくるはずである。すると,今度
は高卒労働力を確保し,新たな訓練体系のもと

で訓練する必要が生じてくる。社立定時制高校

はその時期への対処だとも考えられている。社

立定時制高校をもっているばあい,修了者がこ
んどは大学の第二部に通学することを希望し,

職業訓練生が高校へ二重通学を希望したと同様

一段上のレベルで同じ問題をかかえこむことに

なる。解決したかに見える矛盾は新しい矛盾ヘ

発展していて,消え去ることはない。

2.多能工化ヽの道

ある造船の教師たちに,今後の技術的変化 ,
工程・工法変化,技能職務の改廃・変化などに
ついてただしたあと,今後の養成方向をたずね
たところ,「多能工」を養成することが何より
大事だとの答えが多かった。 4, 5年 まえに,

他の造船技術者たちにただしたときには,そ の

ような答えはでてこず,む しろ単能的熟練を期
待するふうがつよかったのとくらべて,かなり
の変化だとみることができよう。あるいは,同
じ造船でも,技師の所属する会社のちがいによ

って生れた反応のちがいかもしれない。また,

後者と前者ではそこに 3年のひらきがあったこ

とによるかもしれない。 ここ2～ 3年の生産体
制の変化,それにともなう考えかたの変化はか

なり大きい。さきにのべた高度化する key job

べむけての養成方向は必然的に多能工化への道

をたどらせるものとみてよかろう。

では,多能工化を達成するすじ道はどのよう
にしくまれており, どのようにしくまれようと

しているのだろうか。職種決定時期をおくらせ

4

ること,い くつかの職務領域をひろく経験させ

るためのローテーションをくみ,年次がすすむ
につれて,特定の職務領域にしばってくること

さらに,理論的基礎を高めるような課程の構成
など,こ のねらいにかかわる方策とみてよいよ

うである。

これまで,職種決定をおくらすことはできる

だ |ナさけられていた。最初から決定しておけば

そのようなことも少ないが,お くらせると (と
いうことはぬきがたくのこっている職種間の格

のちがいを知ることになる)格の低い職務に就
きたがらなくなるという配置上の悩みが生ずる

からである。職種決定をおくらせているところ

でも,その悩みはいぜんなくなっていない。そ
れにもかかわらず,あえて行なっていることは

養成の前半段階で,関連ある分野をひろく学ば
せ,経験させることを容易にする配慮からきて
いると見てよいのではないか。ちょうど,大学
で学科所属を 2年次後半で決定するいきかたと

同様の意味あいがあるように思える。

いくつかの職務を巡回経験させ,年次がすす

むにしたがって志向領域をしばっていくや り方

についてみてみよう。A社 (造船)は養成工に

地域の高校の通信教育 (普通課程)を受けさせ
ているところだが, ここでは,第 1年次で, 6
～ 7の工場を各々約15日 間ずつ巡回経験させて

いる。たとえば造機関係では,鋳造一鍛造―機
械―組立一化工機一電気の 6工場の巡回を組ん

でいる。B社(造船)は社立定時制工業高校制を

とっているが,こ こでは,1年一共通基礎実習,
2年一分野別基本実習, 3年一製造部別実習,

4年工場課別実習というふうに, しだいに特定

分野にしばっていく方式をとっている。このう

ち 1年では,毎 日登校であるから,授業を行なわ

ない期間 (夏休みなど)か ら58日 をとって特別
実習期間とし,11の実習コースを 1コ ース約 5

日(35時間)ずつ巡回経験させている。 C社(電
機)のばあい,第 1年次は基本実習 (基礎・精

度・応用・巡回・補助などの実習を合む)のな
かで短期の工場巡回を行ない,第 2年次の第 1

部門実習は,そ っくり工場内の各班を巡回する
ように仕組んであった。 (ただし,こ のC社の

ばあいは 3年前の資料によるもの。)

々
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A社 OB社のばあいはいずれもトライアウト
・ コースともいうべきものであろう。しかしA

社では 6～ 7の コースで総計 900時間,B社で
は11の コースで総計 400時間。同じトライアウ

ト・コースとみても,その間にはかなり意味合い

と効果のちがいがあるように思われる。B社の

ばあい,機械・仕上げ・製図などは学校工場で

行なわれるが,他の 7～ 8コ ースは生産現場の

一角で行なわれ,A社ではすべて生産現場で行
なわれている。すると, ともに,こ れらの巡回

実習は生産の各部門現場の実状を把握させると

い うねらいは果たせるだろう。また,その事業
所内における各職場間の関連 (つながり,なが

れなど)を総体的につかむねらいも果 たせ よ

う。問題はこの巡回経験, とくに実技演練がも

つ意味あいのいかん,と いうことlこ しヽばること

ができよう。

全分野にわたってひとわたり経験させること

は,各職場間のつながりやながれをつかませる
効果があると同時に,職能の内部的関連 (技術
約関連)をつかませる働きもするであろうし,
それが今後の実習展開, とくに多能工育成のた

めの実習展開にとって貴重なことだと考えられ

る。たとえば,・ 生産実践にお |ナ る図面の意義,

精妙な計測用具と技術が現代の生産において果

たしている役割,工具や被加工材料,その間の

関係やその発展の循環関係等々,す くなくとも

生産技術の要点や相互関連を端緒的にでも把握

・理解しておくことは,あ との学習 を動 機 づ

け,方向づける有効な機会である。しかし,現
実には, この巡回実習は慢然とひとわたり経験

させるにとどまり,経験者自らが上記のような
ことをひとりでに気づくにまかされているよう

に思える。積極的に経験を統制し,す じ道だて

て,要点や問題を積極的に把握するよう
=ま
仕

組まれていないし, しむけられていないように

思われる。すると,せ っかくの貴重な トライア
ウト・ コースもその価値を半減しているともい

える。

理論的基礎を高めるという要求としくみ |二移

ろう。今日,中学・高校では進路・特性に応ず
る教育ということが表面にうち 出 され,男・

女,進学と非進学などのコースゎけがすすめら

れておりながら,かんじんの工業高校 な どで

は,従来どおりのテクニシャン◆コース,それ

も設計・企画・研究部門で技師の補助者として

勤めるコースだけが主流となり,フ ォァマン・
コースやサービス・エンジニア 0コ ースなど、

の分 fヒはとばしいように思われる。その工業高

校の教育が技能者養成のモデルとなりやすいと

ころに問題があるのではないか。つまり,理論

的基礎をたかめ,かつ生産実践への構成的習熟

(単なる操作的習熟ではない)をたかめ,工程

管理や労働力管理の能力を身につけた技能者育

成には縁どおい課程のくみ方になりやすいとい

うことである。

技能者養成課程表をみられるとよい。一方に

は,かなり膨大で系統的な基礎 (普通)学科群
と専門学科群が座学で,工業高校と同一の教科
書で学習されている。他方では, これらの学習

とはかみ合いにくい実技演練の体系がある。系

統的な理論的学習の成果が,いつかは実技演練
の場で想起され,適当に生かされるだろうとの

期待があるかのようである。従来の工業高校に

おける理論学習と実習との関係に似ている。技

師補助者の養成のためなら,あ るいはそれでよ
かったかもしれない。しかし,生産ラインのな
かで働き,将来生産ラインの基幹となり,指導
・監督者となるものの教育としては大きな欠陥

となるのではないか。理論と生産実習との緊密

な関連・かみ合わせに欠けているからである。

A社の課程表をみると,専門学科群のなかに

「専門作業法」というのがある。これは他社に

みられない教科であって,現場実習への展開基
盤となるもののようである。ただ, この専門作

業法を手がか りにして理論学習の系列をくみか

えるところまで来ていないので,理論と生産実
践の “橋わたし"と なることができないでいる

のは惜しい気がする。せめて, この専門作業法

の学習を核として,専門作業法の過去・現在・

将来のあり方とそれをささえていた,さ さえて
いる,さ らにささえるであろう知識・理論の系

列を知り,かつその系列として編成された専門
教科群,基礎 (普通)教科群の学習が展開でき
るような課程編成ができれば有効 で あ ろ う。

「専門作業法」を核とする課程再編といっても,



それほど容易ではないことはわかる。この方向

への再編に着手しながら,い つもそれが中絶す

ることで,その困難さがわかる。しかし,その

困難というのは,多 くは訓練・訓練と訓練を強
調しながら,.その実訓練担当部局がとかく企業

における傍流とみられていること, これまで技

能者の技能水準を高めることより,独 自の精神
0態度をつくり上げることでしのいでこれたこ

と,さ らに,有効・適切な課程編成に不可欠な

専門的コーディネーターを欠いていたことなど

からきていたともみられる。

結局のところ,職能高度化への対応方策の 1
つとしての多能化への道も不徹底なままに終っ

ているとみてよい。あるいは不徹底なままでも

当面の処理にこまらなかったということが基因

であるかもしれない。

3.訓練方法の問題

まえにもいくどかとり上げたことがあるが,

訓練方法に関する問題の 1つは Sheet方式で

はないかと思う。

中学校の技術学習法としても問題とされたこ

とがあるので周知のことであろう。「 しごと指

導票」などとよばれる能率的指導のプログラム

・ シートである。第 1次大戦中,ア メリカで,

半熟練工速成のために案出された効率のよい指

導方式であって,被訓練者はシートに示された
プロジエクトを示されたとおりの段どり,手順
で,オペレーションを辿っていけば,プロジエ

クトが完成し(製品ができ上 り),その間に要素

技能が習得されることになる。たしかに半熟練

工速成のための効率的方法にはちがいないが,

被訓練者は終始受動 的 で あ り,自主性を発揮
し,自発性をきたえる場のないまま,一定の手
法 (や り方)を習得するにすぎない。このよう
な操作的習熟だけでは変化し,高度化していく
職能を主体的に担っていくことは不可能となろ

う。

この Sheet方式の本家では,す でにその欠

陥に気づき,その欠陥是正のためプランニング
。シートなどが案出されているのに, この是正

策はとり入れられないまま,し ごと指導票だけ

がまかりとおっているのは,考えない単能熟練

σ

者の養成ですんだし,それにとどめておこうと
した方策のあらわれかもしれないが,いまやこ

の方式の限界を悟るべき時期にきているのに,

依然この方式が固守されているのは,ど ういう
ことだろうか。

訓練方法というより,方式上の問題だが,企
業内の副|1練にお |ナ るOJT(On the Job Training)

への固執傾向がある。学校教育とちがって,企
業内での訓練はより直接的な職能教育であるか

ら,OJTが 重視される意味はわかる。OJTは
“事上練磨"を意味し,生産というシリアスな

臨界場面でこそ,知識・技能・態度が生きた方
として練 り直され,統合されていく。そのこと
はわからないではないが,0」Tは時に不当に強

調されすぎるきらいはないか。ことに中・小企

業のばあいはそうである。

単純で,変化の少ない生産事態では “オヤジ
のあとからほきあがる"式の,熟練者について

見習うことで十分であろう。“単能的熟練"“操

作的習熟"を達成するためなら,生産現場で熟
練者の先手としてたたき上げられる こ とで十

分であろう。この段階ではOJTは 当然重視され

る。O」Tで なければ, “うで"も できないし,人

間もできない,というわけである。たしかに,き

びしい生産体制のなかで鍛え上げられる側面は

無視できないことはわかるが,それとても,た
だ生産ラインのなかにいきなり投げこんだだけ

で,変化し高度化してゆく生産事態に対応でき
ると考えることは楽観にすぎよう。

わが国の企業のなかに組織的な技能者養成体

制が発展しなかった 1因はOJTへの過信という
ことがあるように思う。ところが,いまやOJT
の限界を見きわめ,組織的訓練体制を考えるベ

き時にきている。組織的訓練体制といえば頭に

うかぶのは学校教育の形態であるが,その形態
に|ま抵抗感があるし,何よりもコストがかかり
すぎるこういうジレンマがある。

この問題についてはもっと周密な考慮をする

必要があるが,い まは余白がない。いつかまた

とり上げる機会をえたい。

(国学院大学教授 )
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1.技術高校の性格と型体

1963年の 4月 から,神奈川県に県立技術高校

が 4校 (横浜,川崎,平塚,大船)発足した。

公共職業訓練所の建物の中に開設され た高校

で,最初の 1年間 (職業訓練所は 1年課程)は

訓練生は同時にそこの技術高校の生徒である。

職業訓練所を修了した生徒は,主として技能工

として就職するとともに,ひ きつづき技術高校

の 2年にすすみ, 4年間で高校を卒業する。こ

のような技術高校はどのようなねらいをもって

作られたのだろうか。どのような特色を出そう

としているのだろうか。当事者である神奈川県

教育次長菅井栄一郎氏は, この点についてつぎ

のように説明している。 (文部時報1963年 7月

号)

1 生徒の立場から
(1)修業年限。従前は,訓練所 1年を修了し

てから夜間定時制高校 4年で計 5年かかっ

たものが,今後は 4年ですむ。

υ)訓練所修了の資格が 1年後に得 られ る
が,将来,2級技能者検定を受 験 す る際
は,普通高校卒の者より,受験資格が (2

年短縮され)非常に有利になる。

に)授業時数の点から,従来,夜間定時制高
校に通学できなかった者にも,門戸が開放

された。特に健康の点と,勉学のための頭

脳の衛生上有利である。

に)生徒の自己の適性と能力を生かせる教育
が受けられる。

2 産業界の立場から
(1)従来の技能訓練と夜間定時制高校への通

学の二重負担が軽減される。再教育の無駄

の排除ができる。

け}勤労青年に誇 りと希望をもたせ,優秀な
技能者の確保と,在学 1年間で職場を選択

するので特に定着性が安定する。

3 社会的,公共的立場から
(1)能力に応じた教育の真の機会均等が図ら

れる。

υ)適性,能力にマッチした教育のために,
欲求不満や不良化防止に役立つ。

輸)現行職業訓練に一般教養および専門理論
を強化し,基礎訓練,再教育の一貫した体

系ができる。

に)技術革新に応じた新しい型の技能者が確
保され,従来の工員の概念とは異なったタ

イプの生産人がつくられる。

(Ы したがって技術技能に対する社会的評価
が高まり,職業につくための教育訓練が社
会的慣行となる。

以上のようなねらいと特色をもった技術高校

の運営はどのように行われるのか,それはどの

ような型態のものなのか,について菅井氏はつ

ぎのように説明する。 (教育課程の基準は表 1

の通 り)

……第 1学年 |ま ,年間35週の午前中が技術高

校であり,その午後は職業訓練生として実習

を受ける。 そのほか,13週の午前,午後は

訓練生として授業を受ける。計48週の授業で

哉
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技術高校教育課程の基準
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技術高校のビジョンであって,実際に技術高校

がどのようなものに発展するかはこれからの課

題であるといえよう。しかし,そのこれからの

課題にふれる前に,技術高校が,他の類似の高

校,職業訓練,あ るいは両者の連けいによる教

育などと比べて,どのような特色をもっている

かを,客観的にたしかめておくことが必要であ

ろう。

3.連けいの諸型体

技術革新の進展,高校進学者の増加などの傾

向に伴って,職業訓練と高校教育との連けいが

はじまっている。1955年に神戸市立高校と阪神

内燃機の事業内職業訓練 との間 に,は じめて

“連けい"が行われて以来,さ まざ まな形 の

“連けい"あ るいはその変形または発展とみら

れる類似の教育型体が数多く生れた。事例の数

がきわめて多いというわけではないが,その種

類はかなり多く,いずれも新しい教育型体を創

造する意欲と悩みをあわせもっているようであ

る。

連けいまたはそれに類似の教育型体は多様で

あるが,それらはいずれもつぎの 3つの要因を

もとにして生れス1。

(1)技術革新の進展に伴って,現場作業員が

その仕事を遂行するのに,高い程度の能力

を必要とするようになってきたこと。

(2)高校進学者の増加の傾向に伴い,一人前
の社会人と認められる最低必要 条件 と し

て,高校の教育を受けたいという願望を,

ほとんどすべての青少年が強くもちはじめ

ていること。

(3)こ のような状況の下で,労使関係をでき

るだけ有利な形で安定させたい, という経

営者側の意図が働いていること。

これら3つの要因は,たがいに関連をもって

いるが, しかしまたたがいに矛盾し合う関係に

ある。技術革新の進展は高校進学の増加を促し

た条件の一つであるし,技術革新による労働の

形や質の変化が労使関係に影響をおよばし,勤

労青少年のまた技術教育への願望は,経営者と

いえどもこれを無視しえないほど強く普遍的な

ものになっている。このように 3つの要因はた
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ある。 1年のうち残 りの 4週間が休 業 とな

る。もちろん土曜日は半日であり, 日曜日は

休 日である。 学校と訓練所とが授業内容で

重複しないように配慮し,また定時制におい

て履習する学科につき技能者養成に関する教

習内容の一部省略を認め得る (昭和31年 7月

労働基準局長通達)ので,学校で受けた普通

教科は訓練生の授業として援用できるし,訓

練所で受ける実習は,指導要領による要件の

もとに,学校の実習単位に援用しうる。また

訓練法に規定するところにより,細かい授業

時間の計算によって,技術高校と訓練生との

両立が可能となった。……(中略)。……そして

第 2学年以降は,就職先の雇用条件により,
2つのコースに分れる。すなわち夜間コース

は週 3日 ,昼間コースは週 2日 ,の定時制と

なり,健康的であり,勉学の頭脳的条件も良
好となる。雇用契約の際の条件も,本県の立

地上から比較的有利である。

2.連 けいの諸型体と技術高校の特色

さて,以上のような当事者の説明は,い わば

θ
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がいに関連しあうが, これらは 1つの原理でか

んたんに統一しうるようなものではない。たと

えば,技術革新に伴って高い程度の教育が必要
となる,といっても,その進展の速度はきわめて

まちまちであり, どの職場,どの仕事にも,高

校程度の知識や技能を必要とするというわけで

はない。にもか か わ らず,高校教育への願望
は,必ずしも現在の仕事や職場の必要に関係な

くおこっている。現在の職場や仕事からぬけ出

したいために高校教育を受けたいと願う場合も

少 くない。このような場合には青少年の高校教

育への願望と仕事の必要とは矛盾した関係にな

るし,終身雇庸の形で企業に対するロイヤリテ

ィを求める経営者の意図とも両立しない。

この例でもわかるように,高校教育と職業訓

練との連けいを成 りたたせている 3つの要因は

必ずしも統一されたものではなく,む しろたが

いに矛盾対立する関係にさえある。とすると,

現に存在する連けいの諸型体は,いずれもこの

3つの要因のバランス・オブ・パワーの上に成 り

立つものとみることができよう。このような観

点から,現在ある “連けい"あ るいはそれに類

似の教育を考察してみると,つ ぎの10の類型に

整理することができるだろう。

a 高校卒を作業員として採用する型
将来を見とおして,作業員はすべて高校卒

業者から採用することにふみきった ところ

で,鉄鋼など技術革新の進んだところに多
い。ここでは長期の技能訓練より高度な理解

力が求められている。作業表訓練,職階制 ,

職務給の導入などの措置は一つには高卒作業

員採用の体制整備の意味をもっている。技術

革新の要因が最も強くはたらいている型とい

えよう。

b 社立高校
企業が高校を設立 (法的には別法人)し ,

そこで高校教育を行ないながら,同時に職業

訓練をほどこし,卒業と同時に作業員として

採用する。造船,機械など技術革新の影響を

うけはじめてはいるが,ま だ長期の技能訓練

を必要とする職種が多いところで, しかも高

校進学率の高い都市地域にできている。この

高校は学校教育法に基く高校なので あ るか

ら,高校教育は一応完全な形で行なわれる。

内容的にも資格の上でも生徒は一応満足でき

るし,昼間通学である点も条件はよい。ただ高

校のワクを守 りながら職業訓練の必要を満す

ような教育計画を組むことはかなり困難を伴

う。また完全な高校教育を望む生徒の中には,

会 社 の影 響や職業訓練的要素の混在を好ま

ない傾向もみられ,高校卒業の資格をえて大

学進学をめざす生徒もかなりある。作業職に

管理者への道をひらいたり,職階制,職務給の

導入をはかったりする点は先のa(高校卒採
用の型と似ているが, 自家養成の形を維持し

ようとしている点が特長で, これは aに比ベ

て技術革新の要因が弱く,相対的に労務管理

の要因が強く出ているためではあるまいか。

C 事業内職訓と高校との連 |ナい
1961年秋の国会で学校教育法の一部が改正

になり, この型体が可能になった。学校教育

法第45条の 2に よる連けいで,狭義の連けい

はこれを指す。定時制高校で普通学科・基礎

学科を修め,事業内職訓で専門学科・実務を

修めれば,職業訓練と高校教育の両方を併行

して卒えることができる。職訓・高校の併行

をねらっている点では先のb(社立高校)と
同じであるが,高校は公立なので職業訓練と

学校教育との連けい上に困難が伴う。したが

って学校 |ま学校,職訓は職訓と実質的には水
と油の関係になっている所が少くない。二重

通学に伴う負担過重の解消ということが理由

にされるが,それを裏がえせば高校進学の意

欲をおさえきれなくなって,やむなく “連け
い"にふみきったというところが多い。この

ような例では,技術革新や仕事の
`Z、

要との関

係も明らかでなく,職場の体制の改革も進ん

でおらず,未解決な問題を多くかかえている

場合が少くない。社立高校に比べて経費が安

くてすむので,大企業より中企業に多いのも
この型の特徴である。なお,最近では公立の

昼間定時制と積極的な連けいをもとうとする

例もみられるようになったが,企業の要求と

公教育の原則との間にかなリシリアスな問題

がおこることが予想される。

d 職業訓練と高校通信教育との併行履修

脅



学校教育法第45条の 2に よらず,職業副|1練

生に高校通信教育を集団受講させるやり方で

ある。これは訓練生を社外に出さない (集団

受講なのでスクーリングは高校から教師が出

張する)ので, 自家養成の形を実質的にくず

さずに高校を卒業させられる。この点は bの

社立高校に似ている。経費が安くあがる点で

は C(狭義の連けい)に近い。現在通信教育
は普通課程しかないが,普通課程であるとい

うことが生徒 (訓練生)の大きな魅力になっ

ているという。技術革新や仕事の必要との関

係がきわめて不明瞭であり,経営者の労務管

理的な考え方と,生徒自身の高校教育への期

待とが分極化した型といえるのではあるまい

。 か。

e 昼間定時制に学科を委託し,実習の一部を
工場で行う型

事業内職訓をやめ,訓練生に相当する中卒

採用者を近くの公立工業高校の昼間定時制に

通わせ,実習は職訓法の基準にとらわれず ,

職場・職種に合ったものをやるという型であ

る。 1, 2年は毎日終日通学で,全 国制高校

と大差がなく(夏休みは長期実習), 3, 4年

は 3～ 4日会社で実習する。学校内の実習場

は会社の援助で充実し,低学年の実習のレベ

ルをあげて,技能習熟の機会を与える。これ

は社立高校に似たものを公立学校を利用して

実施しようとするもので,それだけに学校の

公立的性格との関係はいっそう難 し くな ろ

う。成立の要因はb(社立高校)と似ている
わけだが,大企業のプレステージの高い地方

都市にできており,大都市では成立の可能性

は少い。

f 高校が生徒の職場を学習の場として活かそ
うと試みている型

事業内職業訓練生でない生徒に対して,学

校で学習の機会を与えるとともに,職場の仕

事を学習として活かそうとする。そのかぎり

では eに似ているようにみえるが,働きか |ナ

の主体が学校の側にある点が両者の基本的な

ちがいである。また,事業内職業訓練をもち

えないような中小 (主として小)企業を対象

にしている点も eと は著しく性格 を異 にす

る。これはむしろ勤労青少年のために理論と

作業との統合された教育を用意しよ う とい

う,教育的実験の性格をもっている。
g 社立学校
これは高校とほぼ同じ水準・ 内容の教育を

ほどこすが,法的には高校でない社立の各種

学校の俗称である。技術革新の進んだ化学 ,

電機などに多い。技術革新に促されて作業員

のレベルを高めることが実質的に必要になっ

てきたが,労務管理の面 (身分制度や終身雇

庸の維持など)から高校卒の資格 を与 えた

くない, という企業がしばしば設ける学校で

ある。仕事の必要にあわせた教育計画をたて

やすいはずだが,実際には高校に対するコン

プレックスがあるために,高校の教育課程を

まねることと,超デラックスな校舎や設備に

多額な金をつぎこんでいることが共通の特徴

になっている。

h 数社が共同で高校を設置する型

同業界でその業界に適した内容の高校を設

置し,各社は中卒採用者の中から特に優秀な

者を選抜してここに留学させる。卒業生は高

卒者として遇する。これはむしろ中堅技術者

の養成を目的とするもので,職訓と高校の連

けいとは範疇を異にするとする方がよいかも

しれない。

i 高校に途中編入
事業内職訓の修了者を学力認定をした上で

定時制高校の 2年 , 3年叉は 4年 に途中編入

させる。この便法は広く行なわれているが,

職訓と高校との “連けい"と いう形で組織的

に行なっているところはない。

j 技術高校
10番目に登場した技術高校は, 1年 の間は

公共職訓||と連けいする。これまでには公共職

訓と連けいするケースは全くなかった。 (C

の型に,共同職訓と連けいする例はある)こ
の点が最も目新しい点であろう。 2年以後は

おそらく fに似た型になるが, fの実験的性

格よりはもっと実際的な性格を強くもつので

はないかと予想される。

4 技術高校の予想される問題点

―´  じ
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技術高校は最初の 1年間を公共職訓と連けい

することによって,学校の公共的性格と私企業
の要求との間におこる諸問題を 1年間だけ先に

のばすことができる。しかし, 2年以後はむし

ろいっそう多くの困難な問題に当面するのでは

あるまいか。予想される問題のうちとくに技術

高校の型体に特有なもののみについて,先に引

用した菅井氏の説明の順序に従って考えてみよ

う。

1 生徒の立場から
自己の適性と能力を生かせる教育となりう

るかどうか。学校と職場との連らくが不十分

で,仕事に教育のすじが通らなくなった場合
には, うすめられた高校教育を断片的に与え

られるだけとなり,生徒にとって満たされな
いものとなりはしないか。また,技能者のた
めの高校という特殊な性格が,彼らから希望
をうばう結果になりはしないか。高校卒の資

格と実質とのギャップに幻滅を感じさせない

ためには,職場や仕事と学校との一貫した教

育計画を作 りあげる努力をつづけ る と とも

に,菅井氏も指摘するとお り,一般教養と専

門理論を強化して,高校教育の水準の維持・

向上の努力を忘れてはならないだろう。

2 産業界の立場から
すべての雇庸主が,公共職業訓練所の修了

者に,さ らに 3年の教育の機会を与えるほど

寛大であるとはかぎらない。とくに,公共職

訓修了者の大部分が中小企業に就職すること

を考えると,それだけの余裕のある企業はむ
しろ少いとみなければなるまい。また,中小

企業には教育訓練を主担する者が一人もいな

い場合が少くない。したがって,学校側で計

画した学習計画が仕事の中で実際に行なわれ

るためには,会社の中に協力の体制を作るこ

とからはじめなければならない。相手の会社

の数がおそらく数10社におよぶことを考える

と,こ の協力体制の確立はきわめて困難であ

ろうが,こ の努力をおこたっては技術高校設

立の意味がなくなる。

事業主の理解の差異,協力体制の差異,業

態,職種のちがいなど,数多くの中小企業を

相手に “連けい"を行なう技術高校は相手方

の多様1生に伴う教育計画の立案,実施上の困

難はかぎりなく生ずるであろう。この多様な

相手に即応して個別教育的な手法をとり入れ

ることと,一般的基礎的教育課程をその多様

性との関係でどう組み立てていくか,は技術

高校の最大の研究課題となろう。

3 社会的・公共的立場から
生徒の就職がつねに 100%確保されるとは

かぎらない。就業を条件として成 り立つ技術

高校の生徒は,失業すれば卒業の単位を満す
ことができない。

数多い “連けい"の中に,さ らに 1つの型を

加えて,技術高校が発足した。それは他の “連

けい"の諸型体の場合と同じように,仕事と教

育の新しい関係の発見 とい う理想を描きなが

ら,他方で高校教育の原則や水準を仕事にあわ

せて引きさげる危険性をはらんでいる。加藤地

三氏が指摘するように,「後期中等教育は産業

界の要求という至上命令に屈した形で迷路のよ

うなややこしい姿を形成しつつある」 (中学校

1963年 9月 号)と すれば,技術高校はさらにそ

の迷路を一つ書き加えたのかもしれない。中途

半端な気持で,技術高校設置をもってことおわ

れ りという態度だと,後期中等教育に混乱をも

たらしただけのことになってしまうだろう。も

し, ここから何かを生み出すつもりならば,他
からの命令や拘束にしばられることなく,衆知
を集め,す く

゛
れた設備とすぐれた教師を十分に

配置して,思いきり研究的にやってみるべきで

はないだろうか。

(国学院大学助教授)

fr
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職業訓練内容のいくつかの問題点

夫庸越水

<は じめに>
標題についてはすでにこの誌 1962,No.122号 で御

紹介した。したがってこの稿は前稿を参照しながらお

よみいただければと思う。この 8月 23日学校教育法施

行規則の一部を改正する省令を公布,事務次官通達で

各都道府県知事,教育委員会などに連絡してきた。そ

れはいうまでもなく文部省の高校教育についての考え

方を示したものとして注目されるわですが,今度の省

令改正はいったいどんな意味をもっているのでしょう

か。いろいろな意見があろうかと思いますが,新制高

校発足当時の考え方にかなりの方向転換が要求されて

きている。試みに昭和 23年 2月 の通達をみると「選

抜のためのいかなる検査をも行なわず新制中学校より

の報告書に基づいて選抜すること」と明記してあるc

つまり旧制中学校の教育のようなエリートの教育では

なく国民すべてが高等学校教育をうけられる体制をつ

くるべきであるということで中等教育の量の拡大化を

はかろうとしたものだと解される。だが高校倶1の要求

もあっただろう昭和26年以後量から質への若千の転換

カミみられ更には昭和38年度をピークとするベビーブー

ムの波及で国民の声として高校全入高校増設の声が火

の手をあげた。この指導的役割をはたした日教組は前

記発足当時の考え方を強くおしすすめて後期中等教育

の量の拡大を提唱しているわけで文部省が今度の改正

を打出した底には高校教育の量の拡大は終り,質の向

上にむけられるべきだと考えているかも知れない (遠

からずベビーブームの波は消え実質的に高校の定員が

ふえるので質的低下は必至であると思われる全員入学

に近くなる)。 しかし一方では,日 教組の高校全員入学

運動に対してくさびを打ちこんだと考えられるし,中

卒労働力の確保策として進学率の上昇をこのへんでお

さえようというようにもとれる注。 いずれにしろ後期
中等教育にはまだかなりの問題をはらんで ヽヽ るよ う

12

で,その方面の研究もかなり行なわれているようであ

る (例; 日本人文科学会技術革新の社会的影響→東大

出版会発行)(注 松下幸之助著,私の学校教育論
p.168)

さて著者も幾分なりともこの方面の研究に頭をつっ

こんでいるわけであるが,特に企業内における教育間

題にどのような問題がひそんでいるのであろうか,松

下さんの言われるように誰れでも彼でも大学をでてい

なければならん,と 言う考え方はいかん。大学教育ま

でを義務教育にすると学校に通う年限が非常に延長さ

れ,誰れでも満22才 までは実業につけなくなる。大学

を出たから尊いという考え方が世間に根強い。元来人

間というものは貴賎の差別はない平等の立場である。

軍隊でいう師団長を尊しとし,また一兵率も尊しで,

そこに何ら差異はない。ただ仕事の内容がちがうだけ

で,と もに尊い存在である。したがって学校のバラン

スを考え,大学を何%,高校を何%,教育をしたら…
…という考えははたして妥当であろうか。現在の科学

のめざましい発展と技術の進歩とに対応できるであろ

うか,これに打ちかつことは不可能になりつつある。

現に中卒者をしめ出す企業もある。

そして企業のなかでも,生産ラインの中からの要求

もあってかなり多くの社立学校が高校制の体制をとり

つつあって,形態・内容ともに全日制・定時制の教科

課程をほと′tど とり入れている状態である。

またそれが形式的な問題のみでなく (諸 々な問題を

含んではいるけれども)内容面にいたっては高度な基

礎知識の理解と技術面が要求されていることは事実で

ある (今その資料を掲載する紙面の余ゆうはない)。

私たちは一応企業におけるそれらの問題を解明すべ

く一応の職務分析と作業分析によってそれらに必須の

問題を作製,テ ストしたわけで,その結果の一部分を

次に紹介することにするっ
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〔例〕 科目;理科系
A 内容;高等学校物理の程度を基準にして,原理

的,法則的なものとして構成

対象;養成工機械系 3年生

(問題)

回 初速 20cm/seC加 速度 4cm/seC2にて等速度直線
運動をする物体がある。10秒後における速さ,10秒間

に通過する距離を求めよ。

□ 質量M,高さH,断面が半径Rの直円柱を,傾き
を変えうる斜面に底面を斜面に接してのせてある。

斜面の傾きを増していって水平面との傾きがθにな

ったときスベリ出した。このときの静止まさつ係数を

求めよ。また斜面の材質をかえて上の実験をくりかえ

したら,傾きを増しても円柱はすべらずに任1れたとい

う。その斜面のまさつ係数の下限を求めよc

また斜面をすべるときの力F,はぃくらかc
□ てこは支点Oの まわりに回転でき.る棒でA点に力
Fを加えて,B`点に重さWの物体をささえる時| |の

関係があればつりあう。 (図は略)

日 ピッチ lCmう での長さ 60cmの ジャッキで重さ
100kgの 物体をもち上げるのに何程の力が必要かc

(但しジャッキの可動部の重さ,ま さつを無視)

また 1馬力はl kgOm/secで | |ワ ットに相当す
るか。

国 1ジ ュールは| |エルグで| |ジ ュールはlkg・ m
に相当するか。

1

問題群―

回 20ォ _ム と30ォ ームの抵抗線がある。直列につな

いで 100点 ルトの電源に接続すると流れる電流は何ア

ンペアになるか,並列のときはどうか。

日 500Wの電熱器は 1分間に何カロリーの熱を発生
するか。

□ 下の図によって右の| |を うめよ。 (図は略)
但しS,面積,Fは力, ′;長さE;ャ ング率,α
は厚さ, らは幅 S;変位.
図 1の応力は| |,図 2の S=| |, 図3の S=
| 1図 4の S=| |,
B-1(応 用的なもの)左の図はクランク機構の略
図である。OPが点○のまわりを回転するとき点Qは
Oα 上を滑動する。 (図略)

OP=π (Cm),PQ=α (Cm)で点Pの角速度を毎秒
“

ラジアン 1秒間にη回転し, 1回転するに要する時間

をT秒とする。このときT,η ,WのあいだにはT=
1ル2=2π′

“
とも、ぅ関係がある。 この Tを | |と い

うc

次の| |を適当にうめよ。

回ω=甲………①
□ OPが OAの位置を出発してι秒後に図のOP
の位置にきたとすれば,Pの座標は(″ ,y)次のよう
にあらわすことができる。

″=| | …………②
□ ①式を②式に代入すると″=| |
日 点Pが回転運動をするとき,その″軸上へ正射

影Hはα軸上の
`点
A,Bの間

3年 を往復運動する。OPがOAを
出発して t秒後の′点Hの速度

を でёm/seCと すれば④式か

ら υ=| |…………⑤
□ ″=5cm,T=2秒 と
するとき,点 Hの 加速度 α

cm/sec2ャま α=| |… …⑥
であらわされる。

□ OPが OA を出発し
てから1回転するとき点Qは

Q/―一Q/′ 一→Qノ の順で Q′

Q/′ の間を 1往 復す る。点

Q′ ,Q′′の座標をそれぞれ X′

o,xノ′oと するとき
X′ =|  |, Xノ /=|  |

…………⑦

□ OPが OAを出発して
′秒後の点Qの座標を XOと

すれば α=| |。 。………。③:



U   1  2  3  4  5  そ
問題群 ―――

国 このときの点Pの座標を (″ ,y)α =50cm, ″
=5cm とし
X―
“
>0とするときXは ″のどんな式で表わされる

か

X=| 卜・・………⑨
回 ③式で, だがαにくらべて十分小さければ
HQ≒PQ .・ .HQ≒ α
∴ OQ=OHttHQ≒ OHttPQ=α tt α

したがってこれと④式

から X≒ | |・・…。⑩
回 したがって点Qの
運動は,だいたい| |

であるということがで

きる。

B-2 左の図は電動
機の回転力を考える略

図である (図は略)

Wkgの重さのもの
を,ロ ープで半径γm
のドラムにVmノseCの

割合で巻き上げようと

する場合にこのドラム

を回す電動機の馬力数

を考えよ。

国 1馬力とは 1秒間
に1 魔g の重さのも

のを lm鉛直に上げる力の単位であるから

□ 馬力数は | ソ| |と なる。
□  故に回転力=|  ×l kg・ m

日 ドラムが毎分 N回転すればロープを巻取る速さ
は1回転で| lmで 1秒間では| |×|  ノl m/sec
これが,ロ ープの速さ,すなわちWgの重さのものを
巻き上げる速度Vに等しい。

国 今昇降機を例にとって馬力を求めてみると,
荷重が 1200kg直径 30mmの ワイヤロープを用いる

とするとロープの重 さは

i系 3年        lm当 り3kgで昇降距離を

3-2          20mと する。昇降機には平
衡錘があり,(車体の重さ
+%荷重)したがって電動
機に働らく実際の重 さは

1 臓gで, 昇降機の速度
を 1.5m/secと すると|  |

馬力になる。

固 次にこの馬力を出す電
動機を 4極 900rpmと すれ

ば巻上用ドラムの直径を何

Cmに したらよいか (但し

歯車で 1/30に速度を落す

ものとする。)

養成工機械系 3年
理科 B-1

|"
正

象
10

%

養成工機械系 3年

理科 B-2

120
lL

拿
10

%

1      2
間 1遺 7羊 ――一

一    争



後期中等教育と

青年学級
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特 設 の 時 間
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農村の勤労青年たちが,自分らの真に欲求する問題

を取り上げ,決定し合いながら真摯な態度で共同学習

をしていこうとする集団的自己教育活動が発端となり

昭和28年 8月 に青年学級振興法の制定をみるに到った

ことは既に知られていることである。また青年学級が

勤労青年たちの真に欲求する教育を自分らで決定し合

いながら共同学習をしていこうとする自主的な学習集

団として生長の方向にむかったのも事実である。

青年学級の学習が勤労青年の現実の問題から出発し

て,その問題を解決するためのものであり,結局勤労

青年たちの現実の生活をよりよいものにしていくもの

であって,勤労青年たちの実際生活を問題として追求

することを学習のねらいとしている。このような学習

の構えは,勤労青年教育が青年らの生活を基盤にした

もので,教育と労働とを結びつけようとするとらわれ

ない自由な独自の形態の教育であるという理念から出

発している。この教育の理念は,歴史的な過程を経た

今日にも及んでいる。それは青年学級が現在勤労青年

教育の一機関として青年たちの生活を基盤にいわゆる

生活と教育を統一した学習の場としての確立をめざし

ていることからわかる。

2

青年学級振興法が制定されて10年 という歳月を経て

きた今日,青年学級が勤労青年たちの学習の場として

どのような役割を果しているのか,現状を概観してみ

ることにする。

青年学級の年令対象は,青年団と同じく15才～25才

ぐらいが多い。また学歴も中卒と高卒のものが大部分

である。しかし中卒は卒業後直ぐに入級するものは僅

少で多くは卒業後 2～ 3年たったものが多い。それに

ついては,学校教育において学習意欲をそがれた も

のが多く学習からの解放感を味うことと職場に順応す

ることに精一杯であるという理由が挙げられている。

したがって青年学級生の年令は20才を中心に比較的高

年令層に傾斜している。最近は高校進学者が増加の一

途をたどり,また人目的に生徒数の漸減から特に低学

年令層の減少がめだっている。農村における中卒者の

就職は,都市に流出するものが多く低年令層の減少は

特に顕著である。したが って農村における青年学級

は,高校卒の農業継承者や比較的高年令層のものによ

って学級が編成されていることが多い。

青年学級が自主的な学習集団として成立するために

は,基礎的な能力をもっていることが基本的な一条件
になると考えられる。自主的な学習集団として生長し

つつある学級の青年らの構成をみると多くは高校卒の

ものによって占められていたり,勤労青年たちが実際

生活の中から欲求する学習問題として,共同学習をす

すめていくことのできる基礎的な能力をもつものや,

少なくとも可能性のあるものによって進められている

ことがわかる。農村青年学級の中には自主的な学習集

団として地域産業の中心課題に対して意欲的に取りく

みその学習成果を挙げている例がみられる。

しかし都市やその周辺は勤労青年の流入や移動が激

しく,一般学級においては対象年令も15才～25才であ

り,学歴や職業が種々雑多な幅の広い層のもので学級
が編成されているのが多い。したがってこのような学

級編成の中では,勤労青年たちが真に欲求する学習間

題を決定し合うことは困難である。また適切な指導者

を得ることの困難も加わって,青年らの身近な共通間

題であり,共同学習を可能なものにしていくためにも

仲間作りを基盤にしなければならないという考え方か



ら専らレクリエーションや話し合い活動をすすめてき

た結果になっている。自主的な学習をすすめる基盤に

仲間作りが大切であるとしたものの所詮はレクに終っ

たり,単なる話し合いというムードの中に埋没してし

まい学習にまで深めることのできない状態にある。ま

た実際生活に必要な技術習得の面でも青年らの関心や

興味だけで,知らないよりは知った方がよいし,でき

ないよりはできた方がよいというだけで真に欲求する

学習問題として把握できないままに,あれこれと目ま

ぐるしいほどの取り上げ方をしているこ

質的に異なる青年らを網羅的に捉え,し かも施設設

備もなく限られた条件の中では当然の結果であり,こ

のような学級編成は,余暇利用の善用とか不良化防止

の対策に止まり学習集団としてこの教育の目的を達成

させることは困難なことであるc

産業社会における技術革新は企業体をして拡充整備

にあるいは技術水準の高度化に一段と拍車をかけてい

る。これからの職業人として教育や訓練をとおして質

の高い労働力すなわち産業技術ばかりでなく産業人と

して人間関係においても教養の高いものを要望してい

る。産業社会の躍進は,雇用の増大となり更には企業

内の教育投資を増大し,企業体制のそれぞれの位置づ

けの中で技術者の養成を行なっている。この企業内の

技能者養成所に中卒就職者が養成工として雇用されて

いるが,こ れと同じように技能訓練と職業人としての

教養を高めることを目的とした企業内青年学級が開設

されているc一般に企業内青年学級の施設は整備され ,

学習環境には比較的恵まれているが,勤労青年教育と

いう視点からはいくつかの問題点をかかえている。

しかしこれらに吸収される勤労青年は一部であって

16

恵まれなヽ労恒条件下で,いた

ゆる陽のあたらない産業の底辺

で働くことを余儀なくされてい

るものが多いのである。最近は

こ「れ'ら の青年に対しても職域

別の青年学級が開設されている

が,週に 1～ 2回それも学習条

件が悪く学習の場というよりは

青年らの解放の場,憩いの場に

すぎないものが多い。社会の変

化は青年らの生活様式の変化と

なり,青年らの生活意識も又新

しい様相をみせている。勤労青

年たちの生活様式の変化は,ま

たマスコミの発達とともに青年

らの生活欲求が多様豊富となり

青年学級に対しても様々な欲求を持ちこむ結果となっ

ている。したがって青年学級は,内容的にも相当な格差

があり様々な形態を作り出しているのが現状である。

3

青年学級が勤労青年教育の一機関として生長するに

は,余 りにも貧弱な基盤であった。社会の変化が青年

学級を学習の場として生長することを阻害し,'勤労青

年たちをどのように把握したらよいか。青年たちを集

めることに追いまわされてしまったといってよい。し

かし青年学級が曲り角に立たされ,行き悩んでいると

き,青年学級の中に高校通信教育や社会通信教育を受

けようとするものをグループとして位置づけた学級や

職業科目を専攻する学級は一般教養科目を学習する学

級など低年令層を対象に学年制をしいた学級の開設が

なされていたことを見逃してはならないと思う。

高校進学者が遂年増加するにつれ「すべてのものに

中学教育を」主張する声が大きくなり特に後期中等教

育の整備拡充の問題が取り上げられているcその中で

低年令層の青年学級を教育制度の中にどのように位置

づけたらよいかということが新しい問題として投げか

けられている。この課題研究のために文部省では本年

になって青振法にとらわれない独自の低年令層対象

の,しかも学年制をしいた勤労青年学校を実験的に20

校開設している。今後この勤労青年学校が後期中等教

育の整備拡充の問題の中にどのように取り入れられる

かは予測できないが,恵まれない環境の中にあった勤

労青年の教育が格差の中に位置づけられた教育で終る

のでヤキなく青年らの一人ひとりの能力と適性を丹念に

開発し個人の伸長発達の可能性を見出す教育としての
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実 践 的 研 究

―

製作学習と技術的適応能力

.-.,r11t,..--<'--.rrrllI.,,--,..irtllt'!..--...(taltrr,.--_..,ila1r,...ia>

I 基礎的技術の練習      ・

この基礎的技術の練習をどこでどの程度 させ るか

が,研究問題の一つでもある。いうまでもなく,こ れに

多くの時間を要すると,製作段階で時間に不足をきた

す結果となる。そこで私は次の 2つの方法をとって,

その実践を試みてみた。ここにその概要を記して各位

の御批判と御指導とを願いたい。

その1つは製作段階では,はじめに板材や板金の廃

物,缶詰の空缶等を利用して基礎的技術の練習を試み
てみた。その程度は工具機械を使用するのに支障のな

い程度に押えておこなった。そして更に深めて指導す
べきところは,次の題材の製作段階の中において押え
るべきところは押えて指導した。今丸のこ盤で板材を

のこびきする場合,こ の基本作業の練習をせずにすぐ

作業にはいった場合はどうであろう。想像するだけで

寒気を感じるのである。

1亘1 題材
:木材加工「本立の製作」

イ のこぎりで切る
口 かんなで削る
ハ 釘を打つ

等の基本的技術を通して工具 (機械)の基本動作を指
導した。

その2つは,その仕事 (次にくる題材の学習B)に
必要な基礎的技術の練習的題材を設定して,その中で
工具 (機械)の使用の基本動作の練習をおこない,考

案設計の段階の指導はできるだけ簡単にして,基本練
習に重点をおいて指導してみた。

(例)木材加工

文一
二
日

津島

...{tll||'..-rr..'Itl!lrr,,<re,..rr,

この場合は,題材の設定・配当にさかのぼって考えね
ばならない問題である。

次に技術的適応能力を伸ばすためには,の こぎりや
かんなが上手に使えるように技術の習熟を図るよ り

も,プ ロジェクトの展開において,そのひとこま,ひ
とこまを理論づけ系統づけることがより大切なことで

ある。

例 1 のこぎりや,かんなを使用する場合
イ のこぎりの切れないのはなぜか。
口 たてびきと,よ こびきとは,ど う違うか。
ハ のこびきが,けがき線より曲るのは,ど うい
うわけか。

二 かんなで平らに削れないのはなぜか。
ホ 削る順序はなぜ考えねばならないか。
へ 木表と木裏との削る方向はなぜちがうか。
卜 荒削りと仕上げ削りにおいて, うら金の出し
ぐあいをちがえるのはなぜか。

例 2 はんだごてや,金切鋏を使用する場合
イ はんだづけがうまくいかないのはなぜか,考
えたり,また実証してみる。
O接合物とのすき間について
。こての焼き加減について,

。こての当て方について,

。溶剤の使い方について,

口 板金の切断が, うまくいかないのはなぜか ,
考えたり,また実証してみる。
Oはさみの持ち方について,

Oは さみの運び方について,

。材料の持ち方について,

。ひずみのとり方について,

O刃の形状について,

このような理論的な究明を合わせておこなうのが,

技術的適応能力を伸ばすのに役立つのではないかと思

表札,小箱の製作

基礎的技術の練習に

重点をおいて指導

考案設計に重点をお

いて指導
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実 践 的 研 究

われる一学習効果の転移性の伸長

以上 2つの実践的反省よりして短期間においては,

その実績がはっきりせず,発表も主観的に陥ってしま

うが,その 2の方法の方が学習の進行もスムーズにい

ったし,また工具 (機械)の破損,生徒の安全という

視点よりして効果的だったと思われた。それで本校に

おいては,こ の方法によって製作学習を進めている。

Ⅱ 基礎的技術練習における並行回転学習(複式学習)
の指導

次に示すような指導略案 (本時案)を作成して金属

加工分野「ちりとりの製作」における基礎的技術の

練習を試みてみた。               ・

技術・家庭科学習指導略案

学級  第 1学年男子E組
指導者 CO OO

1

2

3

第 ○ 時 案   (製作○/○時)
日時  ○月○日  C曜 日  第 ○ 校時
題材  「ちりとりの製作」 (接合法)
目標 金属加工における接合 (はんだづけ,び
ょう止め)の基礎的技術の練習をさせる。

準備 材料…板金,はんだ,溶剤,火 どこ,び
ょう,布きれ ,

工具…焼ごて,片手ハンマー,かなしき
ポンチ,やっとこ,鋼尺,けがき針

資料…掛図,教科書,学習書
学習形態…A,Bの二班に編成し,A班
は,はんだづけ,他の班はびょう止
めによる接合法を個別に学習する。

5 学習の展開

過程
1予
想ξれな学習活動

| 指導上
の注意

準備 ,
I  資料

楽しく導入する 掛 図
実物見本

基礎技術の一つ
一つをよく押え
ていく
・ 黒あずき色に
(250° C)焼 く
・ 余分のところに
ぬらない
・すぐに出す

6 評価 基礎的技術の評価については次のような
型式のものを作成して自己評価及び相互評

価に用いてみた。

(はんだづけについての型式は略す )

基礎技術評価表

※評価 |ま次のようにする  C大 変よい (3)
○大体よい (2)

×とくに悪い(1)

以上の通り並行回転学習を基礎的技術練習に試みて

みたのであるが,一人の教師では一 人一人の生徒に

目がとどかず,安全指導面の不徹底,基礎練習の不徹

底,学習時間の調整困難等をきたし,よ ほど熟練しな

いと安易に考えてできるものではないと反省 して ヽヽ

る。これは工具 (機械)等の不足の場合にとる手段で

あって,一人の教師で行うには賛成できない方法であ
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実 践 的 研 究

―

学習指導における

系統性の諸問題

一
原 動 機 学 習 の 場 合 に つ い て 一

栄井福

§ 1・ 技術学的系統性

技術科の指導において各教材の系統性の確立が必要

であることはいうまでもない。しかし系統性とひとく

ちにいっても,その意味する内容についてはむずかし

い問題がある。まず第一は技術科の対象とする機械に

しても電気にしても,それ自体としての技術学的体系

をもつものであるという点である。つまり機械工学や

電気工学の体系がそれぞれ存在するのであり,それは

科学の原理を生産的実践に応用したものであるという

ように一面的に規定することはできないが,少なくと

も18世紀後半の産業革命以後の歴史の中で,次第に体

系化されてきたものである。

したがって技術学の体系の中には,一方では機械や

電気がどのような歴史的過程の中で発展してきたかと

いう歴史科学的倶1面と,他方ではそれがどのような自

然法則を基礎にして成り立っているかという自然科学

的側面をもつものである。原動機の場合にもこのこと

はあきらかにいえるのであり,水車 (水力原動機)一→

蒸気機関一→内燃機関―― ジ三ットー→ロケットとい

う一連の発達,さ らに内燃機関においても,ガ ソリン

または軽油機関そして,デ ィーゼル機関からロータリ

エンジンの実用化も考えられている。そのような歴史

的発達の側面を系統的に考察すると同時に,原動機の

本質はエネルギー変換機械であり,こ とに熱機関では

そこに熱力学の法貝」がつらぬかれていることなど自然

科学的倶1面を系統していくことが考えられる。

§2.技術科教材としての系統性
以上のような技術学的系統性は,いわば専門技術者

教育に必要なものであり,現在では主として工業高校

やあるいはそれ以上の専門教育の教科書などの体系で

あるといえよう。

そこでわれわれとして重要なことは,中学校におけ

る技術教育としての系統性の必要ということであり,

それはこのような高等専門教育における技術学的体系

を,少し程度を下げて中学生に解説するというような

ものでは決してない。中学校は義務教育として,一般

普通教育を行なうことを目的としているのだから,そ

の教育内容も,目 的にかなった系統性をもたなければ

ならないのである。

そこには何よりもまず子どもの認識における発達段

階の問題がある。つまり子どもたちの認識活動はどう

いう過程をとおって完成されるものであるかというこ

とを考えてみなければならない。だから教材というも

のは常に子どもたちがそれをどう学ぶかという点を考

慮に入れなければ無価値なものとなってしまうといえ

よう。

このように考えてくるならば,原動機のもつ技術学

的体系はそれをやさしくしてそのまま技術科の教材と

することはできない。一般普通教育として,人間形成

の上で,原動機のどのような点をどのように学習させ

るのがよいか,また中学生の認識構造はどうなってい

るか,を考えて教材を決定しなければならない。この

ような観点から,原動機 (内燃機関)学習における教

材を整理するならば次のようになろう。

§3.内燃機関学習の教材整理
千Э エネルギー変換機械として,熱力学の法則がつ
らぬかれていることを理解する.

2 仕事と動力の法則を馬力計算やインジケーター
線図を通して理解する。

O 石油製品を主体とする内燃機関燃料や潤滑材に
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ついての科学を把握する。

④ ピストンクランクやカムなどの機構学的原理を
把握する。

⑤ 気化器の原理をベンチェリー管の理論を通して
理解する。

⑥ ボルトナット,軸受,ギヤなどの機械要素の理
解を深める。

⑦ 相互誘導作用の理論を通して瞬間的高電圧発生
による

`点
火装置の機能を理解する。

③ 調速装置の機構からオートメーションの原理的
理解を得る。

⑨ 原動機をつくっている各部分の金属材料につい
て理解し,また鋳造,鍛造,切削等の金属加工に

関する原理を理解する。

⑩ シリンダ内径,ピ ストン行程,点火プラグすき
ま,弁すきまなどの沢1定を通して精密さの必要な

ことを理解する。

⑪ 熱効率,燃料消費率,および圧縮比のそれぞれ
の関係について理解する。

⑫ 分解組立の作業を通して,機械に親しむ態度を
養い,機械の合理性を追求する態度を養う。

⑬ 原動機の歴史的発達段階について理解し,蒸気
機関,内燃機関,タ ービン,ジ ェット,ロ ケット

などが,それぞれどのような位置づけをもってい

るか理解する。

§4.認識過程への位置づけ
以上のように教材内容が決定されるならば,次には

これを子どもたちにどのようにあたえていくか,逆に

いえば,子 どもたちがこの教材をどのような過程を経

て,認識し学習していくかを予想して,授業の展開を

はからなければならない。

それでは子どもの認識は一般的にはどのように進ん

でいくものであろうか。        ・
まず第一は直観的な知覚の段階であるcあるいは単

なる現象面の把握といってもよいだろう。たとえばエ

ンジンが回転しているということ,そして燃料がだん

だんへっていくこと,それと同時に熱と力が発生して

いるということをあらゆる感覚器官を通して観察する

という段階である。

第二は概念的抽象的把握の段階である。目に見えな

いもの,すなわち知覚を通して得たものの意味を論理

的に思考する段階である。つまリエンジンの運転にお

いてはエネルギーという目に見えないものの変換が行

なわれているのだということを思考力をはたらかせて

把握することである。抽象的概念は常にことばまたは

数式で表現されるものであるから,こ の第二の段階に

おいては,そのようなことばや数式の意味する内容を

論理的に追求することが必要となるのである。

第三は実践的把握の段階である。抽象的概念は実践:

の場で検証されてはじめて,子どもたちにとって真理

となることができる。たとえばガソリンの霧を密閉し

た器に入れて爆発させ,その圧力を測定する (実際に

は少々むずかしいが)と いう実験を行なえば,エ ネル

ギー変換という概念はさらにはっきりしたものになる

であろう。

このような三段階が認識における弁証法的な進み方

である。心理的な発達段階から考えて,中学生の年令

ではこのような認識活動は十分行ない得るものと考え

てよいであろう。

そこでこの認識活動に応じた教材の組み立て,つま

り授業の展開を考えていくことができる。次にこうし

た授業の展開の2, 3の例を示してみたい。

§5.授業の展開例 (別表)
ほぼ同型の石油エンジン (1日式な型の農業用のもの

がよい)を生徒 7～ 8人に 1台の割で準備し,分解を

すすめながら授業を展開していくc別に分解を行なわ

れないエンジン (運転可能)を 1台用意する。

なお授業の展開の時間配当は別に考えるものとする

〔別表〕 原動機 (石油エンジン)学習の授業展開

直 観 的 段 階 抽象的概念的段階 実 践 的 段 階

1.内燃機関

(熱機関)の本質

教師によるエンジンの運転操

作を通じて次のようなことを

観察させるc
l.ク ランク室をあけ, クラン

ク軸の回転しているようす
2.はずみ車,ベ ル ト車の回転
(回転計を使 う)
3.燃料 (は じめはガソリ

回転する力は何によって発生

したかを考えさせる。

燃料の消費
↓

燃料が力にかわったのか
↓

燃料のもっていた熱エネルギ

ーが仕事に変ったという把握
↓

を空気中でもやし

↓
もえるだけ
↓

これを仕事にか え る方 法

は ?
↓

1.実 験

ガソリン

てみる

―́   o

"
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実 践 的 研 究

一

施設・設備 活用 した

電気学習 (女子向き)の指導

深 子望尾

電気分野の内容配列を眺めると,屋内配線・照明器

具,電熱器具,電動機と並んでいる。それは電気が私

たちの家庭へ導かれるところから電気学習にはいり,

次に日常使われている照明,電熱器,モ ーターと生活

に関係の深いものから学習できるようになっているよ

うに思われる。

経済状態の安定化,生活の合理化,労力の機械化な

どの点から種々電気機具の使用が多くなって きてい

る。しかし,こ れらのものを使用する側の電気に対す

る知識は,その普及率に比較してどの程度進歩したか

というと,と ても心もとないものがある。

そのようなおぼつかない知識 で,使用法を過まれ

ば,と もすれば死の危険さえともなうときがある。そ

れだけに指導面においても種々の困難がある。

もちろん技術 0家庭科では電気一般や更に進んで電

気工学の深い理論を研究するにはあたらないと思う。

家庭科ではあくまでも使用する立場に立って,いろい

ろの電気器具類を安全に正しく取りあつかい,故障を

速に発見し,少々の故障は人手をかりずに修理できる

だけの技術と知識とを身につけ,電気はこわいものと

いう観念をやわらげ,電気に興味をもたせるように指

導すべきだと思う。が,技・家科の学習においては根

本の原理を知らないで手先の技術にのみ走りがちな欠

陥があるので,技術だけに重点をおかず,作業を通し

て電気の原理を把握させ,正常なものを十分理解し,

そこから形の少し変ったものが発見でき,それを修理

できる程度に,あ くまでも作業を通しての思考学習と

して進めたい。

知識面においては理科と深い関係があるが,理科は

理科の目標をおさえるための指導法があり,技術・家

庭科との目標は,同教材でもちがうはずである。特に

理科との関連を気にかけず,技術・家庭科独自の立場

で先に述べたような考えのもとに,電気学習の内容を

もう一度検討しなおして,学習の系統を次のように考

えてみた。

④電気の働き ○電気の回路 ⑥電気の沢1定などに

重点をおき,それらを整理するようなかたちで,いわ

ば④06の まとめ役として○屋内配線を考え,すべて

の発展・応用として③電動機を並べてみた。

1)学習内容の配列と時間配当
一応決められている20時間の中で上の考えにしたが

って時間配当をし,指導してみた。

1.電熱器具{::i:::[:[i];17時間

2.照明器具
{]:臣語軍量2ヒ裏を急量

き
}4時
間

3.屋内配線
{::昌寓]級去I憬言う鐘}3時間

4.電 動 機

|li          

造

16時

間

2)指導上の観点
①一般家庭で用いられている電気器具,照明器具,モ

ーターをつけた家庭器機を材料として,各種家庭の電

気器機の正しい取りあつかい,点検,修理などに必要

な電気知識及び技術の基礎的要素を抽出して,能率的

に指導する。

②過去の教材において,作ることのみに重点をおきす

ぎたという欠
`点
を改め,常に正しい知識のもとに,思考

し,判断し,その後において作るという方へ行くよう

に努力すべきである。

被服製作には物指しが,調理には計量器が用いられ



一

実 践 的 研 究

るが,電気では原理法則を知識として身につけようと

しても視覚に訴えることができない。スイッチを入れ

ても,一体電気が正しい状態でその電気器機の中で働

いているかどうかがわからない。それを知るために電

流計やテスターで電気を沢1定し,回路や装置にどのく

らいの電流が流れ,電圧はどうかを知ることに よっ

て,その装置が正常か異状かをつかむことができる。

電流や電圧の意味や単位を説明するときに感覚に訴

えるものがないだけに実体をとらえにくい。それをテ

スター使用によって電気を量的に測定することに日||れ

させるとともに針の振れを目で見ることによって,電

気を実感としてとらえさせたい。

そこで,電気器機,計器の実物,模型及び標本など

3)家庭電気教材の系統

の教具としての活用法を研究し,それらの充実をはか

ることによって,技術の基礎能力の向上をはか りた

い。

③知識として身につけても,実生活において十分に活

用できなくては完全に学習したとはいえない。

電圧や電流を沢1り ,その数値を知り,銘板の読み方

は知識として知っていても,ま た,コ ードの許容電流

を知っていても,二又ソケットから炊飯器とアイロン

とを同時に使っていては学習が身についたとはいえな

い。非感覚的なものを感覚化し,電気を量としてつか

んだものを,日 常生活に活用し,積極的に接し,点検

・修理へと人手をかりずに手がけることので きるよ

う,実生活に生かす指導がしたい。

洗たく機

○

02 アイロンの点検

屋内配線の点検

アイロンの点検

アイロンの点検

アイロンの点検

螢光灯の点検

螢光灯の点検

螢光灯の点検

○

○

○

○

○

○

洗たく機の点検

洗たく機の点検

洗たく機の点検

教材

|ァ
ィ ロン

スチーム

アイ ロン

|

光 灯
1電

1螢
回路要素

コンセン ト

コー ド

ソケッ ト

発熱体

器体

絶縁体

碍管

○

01
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

03
○

自動温度調節器

グロースターター

点灯スイッチ

安定器

放電管

コンデンサー

電球

パイロッ トランプ

タイムスイッチ

セレクトスイッチ

モーター

ベル ト

パルセーター

○

○

○

○

○

10203は 重点度・備考欄は重点的に指導する場を示す

○

○

○

○

工具の準備

分 解
組み立て

導通テスト

絶縁テスト

抵抗沢1定

電圧測定

電流沢1定

24

アイロン 1螢 光 灯 1屋内配線 1洗たく機 |

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

02 1
C2 1

○

○

01
01

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

アイロンの点検

洗たく機の点検

洗たく機の点検



導線切断

絶縁部の除去

計 算
S結び

はんだづけ

絶縁 テープをまく

部品に導線を接続する(ね じどめ)

コンセン トとコー ドの接続

電熱器具とコー ドの接続

ヒューズの取 りかえ

アイロンかけ

洗た く機の運転

点灯・ 消灯

工具の点検

工具のしまつ保管

電球の接続 (含放電管)

コンデンサーの接続

○

○

○

○

○

○

○

1.電気アイロンの点検と修理 (7時間)

○

○

〇

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

実 践 的 研 究

一アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

屋内配線の点検

屋内配線の点検

屋内配線の点検

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

アイロンの分解と修理

屋内配線の点検

螢光灯の点検

螢光灯の点検

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

開展

段 階 1時間 1   展

1・ 家庭にはどんな電気器具があるかしらべる

2.そ れらの電熱器具はどんな目的で使われているか分

類する

3.電熱器具の進歩の状況を知る

1.電気器具の分解修理工具にはどんなものがあるか

名称・型・ 使用目的をしらべる

2.ァ ィロンを分解してアイロンの構造をしらべる

3.ア イロンの組み立て (リ ード線に特に注意する)

4.ァ ィロン組み立て後のテスト

導通テスト,絶縁テスト

1.コ ードの点検をする

関 連 知 識  | 関 連 作 業

・ 電気の働き

開

コー ド作

り

アイロンの名称

アイロンの分解

順序

・ 組み立てllF序

・ 導通テス トの個

所

・ 絶縁テス トの個

所

・ コー ドの導通テ

ス トの方法

・ コー ドの絶緑 テ

ス トの方法

●ハンドル取付ボル ト

をはずす
0ハ ンドルをはずす
0ハ ンドル台取り付け

ボル トをはずす
。ハンドル台をはずす

・ 発熱体 リード線接続

用ナットをはずす

・ プラグ受け二本の導

通テストを行 う

・ プラグ受けとカバー

の絶縁テストを行 う
0プ ラグ受けと底金の

絶縁テスト

コードの導通テスト

を行う

コードの絶縁テスト

を行う

ド作 り

アイロン

の分解

25



二

線

クロム

アイロン

の点

アイロン

の種類

算計

%

―

実 践 的 研 究

差しこ教プラグの接続

1.ア イロンの発熱体には何が使われているか

2.な ぜニクロム線が使われているか

銅線・ 鉄線・ ニクロム線を比較して考える

3.テ スターのしくみを知る

4.テ スターの取 りあつかい方

5.抵抗の沢Iり 方

1.導通テスト・絶縁テスト

3.点検する

アイロンにコードを接続して使ってみる

1.ネ ーム 0プ レートは何のためにあるか

ネ″ム・ プレートは何が書いてあるか

2.ァ イロンには銘板どおりの電流が流れるか

3,電圧を測る

4.ァ ィロンの電力量はどれだけか計算する

5.な ぜ銘板どおりの電流が流れないのか考える

6.熱が高くなるにつれて電流が少なすぎるのはなぜか

考える

1.ア イロンにはどんな種類があるだろう

大きさ 0型・ 使用目的によって分類してみる

・ コードの作り方

・ オームの法則

・導体

・絶縁体

・ テスターの構造

・ テスターの働き

0電気の回路

・銘板の読み方

・ 熱と抵抗の関係

・ 型式

架台式・ 自立式

・ 大きさ

小型アイロン

・ 編組みを3cmぐ らヽ

ずらせる

・ 押え金とめねじをは

ずす

・ 押え金をはずす

・発熱体をとり出す

・ 抵抗を沢1定する

・ 計算する

・発熱体の導通テスト

を行 う

・発熱体 リードと雲

板の絶縁テストを行

う

・ 下打ち編みぐみをず

らせる

・ 下打ち編み組みを切

り取る

・編組がはつれないよ

うにテープで巻く

・ 心線を傷つけないよ

うにゴム被覆を取る

・ プラグの端子金具に

ひっかけて S字型に

接続する

・導通テスト・絶縁テ

ストを行 う

0ア イロンに接続し,

コンセントヘ差す

・ 布にアイロンをかけ

てみる

・ 銘板を読む

・ 電流を沢1る

・ 電圧を沢1る

・ 電力量の計算をする

0ス イッチを入れてし

ばらくしてから電流

を沢1る

」-11′
~|
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実 践 的 研 究

一に)電流も250Wなら100Vで 2.5Aの電流が流れるは
ずであるのに2.3Aぐらいであり,600Ⅵ rのはずのこん

ろに到っては 5Aぐらいである。銘板どおりの電流が

流れないということも,実際に測ってみてわかった。

(励 こんろの場合,プラグをさしこんだ瞬間の電流と
あつくなってからの電流が違うことも知った。

1の 3 簡易テスター
イ。ネオン管利用

(1)型

アイロンコードなどの外部の被覆の損傷は,見ただ

けですぐわかる。端から1原にていねいに見ていくと,

編組みのほつれや,つぶされて損傷を受けたところ,

また焼けているところは色の変化があるのでわかる。

心線の切断しているところは外部からすぐ見ることは

できないが,多 くは外部も何らかの損傷を受けている

ことが多い。また断線の多くはコードの途中よりも器

具やプラグに近いところに多い。そんなときプラグの

刃どうしを導線で接続しておき,テ スト棒 A・ Bを ア

イロンプラグのさしこみ日に接

B 触し,最後にテスターのプラグ

を電源に接続する。

心線が切れていれば電球は点

灯しない。それでコードの端か

らよく調べ,断線したところにかかるとコードを縮め

たとき電球が点灯し,伸ばすと消灯する。そのように

して断線個所をしらべることができる。

また今と同じようにプラグの刃はつないでおいて,

心線の 1本に細い針をさし,別の線のアイロンプラグ

の日にテスト棒を一本接続して,他の 1本は今さした

針に接続する。そしてコードの一端からていねいにテ

ストしていけば切断個所を見つけることができる。

だいたい切断個所は接続部に近く,力のくりかえし

加わるところに多いものであるから,切断個所が発見

できたらその部分を切りとリプラグをつける。

′ヽ.使用の結果

ネオン管利用のもの,白熱電球利用の簡易テスター

はアイロンの′点検,修理のところで,電源に電気がき

ているかどうかのテスト,

あるいは発熱体の導通テス

ト,発熱体と雲母板との絶

縁テスト,コ ードの断線個

所発見作業,ア イロン組立後の導通,絶縁,な どにテ

スターより安易に使え,しかも導通があるということ

が点灯でわかるので,と ても楽しんで使用し,大いに

学習の助けとなった。

なお白熱球の方は利用範囲も広く,電気の流れ,変

化を見ることにこの上もなくいい教材であると思う。

しかし,テ スト棒が露出しているのでプラグをぬき忘

れその時不用意にA・ Bのテスト棒に触れることがあ

るという危険性はあるかもしれない。その点乾電池を

使用するとか別の方法を考えればいっそういい と思

(岐阜市立藍川中学校 )

Ａ

　

Ｂ

(2)材料

ネオン管     1
10K Ω抵抗    1
銅線 (テ スト棒) 1
スズメツキ線    1
(3)使用目的
コンセントなどへ電気がきているかテストする。

(4)使用方法

テスト棒 (A)を コンセントの一方にさしこ教 (B)
は自分でアースする。 (十 )、線の場合はネオン管が点

灯し,(一 )線の場合は点灯しない。点灯すれば電気
がきていることがわかる。

口.電球の利用

(1)型

佗)材料
銅線

ビニールコード

レセプタクル

ゴムせん

(3)使用目的

導通テスト

(4)使用方法

プラグをコンセントヘさしこみ,テ スト棒A・ Bを

ショートさせると電球は点灯するc AoB間へ導体を
入れ,導通があれば点灯するし,導通がなければ′点灯

しない。

(励 使用例

ヵラス管

エンパイヤチニーブ  1
ガラス管      1
ごむせ′た      1

2  プラグ    1

白熱球    1
1  ビニール管   2
4

うc
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全国高校入試問題の内

その問題点

出 席 者  池 上 正 道 (四谷第二中学校)  佐 藤 頑 ― (武蔵野第五中学校)

向 山 玉 雄 (堀切中学校)    村 田 昭 '台 (西宮中学校)

1容 と

を検討する (2)

5 金属加工の問題をめぐって

佐藤 金属加工の問題で特徴的な`点はどういうこと
でしょうね。

向山 旋盤の問題で,各部の名称を入れさせるのが
ありしましが,名称だけをただたんに覚えていなけ

ればできないような問題というのがまだ出ています

ね①。

村田 それは,きわめて基本的なものはしょうがな
いと思うんだけれども,いったいどの程度の問題なん

ですか。

佐藤 そういうことは,問題にならないんじゃない

かな。

村田 やはりそうだな。
佐藤 つまり英語をやる前のアルハベットを覚える
ことなんでしょう。Aっ てぃったらどういうかっこう

の字を書くかっていうのは問題だからね。

やっばり特徴的にいえるのは,工具に関する問題じ

ゃないかな。

村田 そうだな,工具の名前をずうっとあげさせる
やつだな。

佐藤 穴の位置をきめるのに,何を使ったかってい

うような,たとえば,ボ ール盤,ダイス,タ ップ,ケ

ガキ針,直角定規,打木 etcc。

村田 僕は,それでも何ぜそれを使うかっていう観
点,それともうひとつ,実物の絵や図があればいいと

思うんですがね。

ところで金属材料の問題はどうですか。

佐藤 材料については,全然ノータッチだねc機械
にはちょっとあるようだけれどもね。

とにかく全然技術科においては,金属で|ま軟鋼以外

3θ

何もないんだからね。日本の技術科っていうのは,も

う軟鋼以外は使っちゃいけないことになっているんだ

から……。

向山 工具の問題は,ずいぶん出しているのに,材
料の問題については,全然ふれていないというのは,

片手おちといった感じだね。

村田 材料と工具があって,はじめてそこに仕事が
できるんだからな。

佐藤 ただし,さすがに鉄ということばを使ってい
るのはなかったね。やっばり鋼ということばを使って

いますね。

ただ特徴的なことは,木材加工の手工具で刃先角に

ぜえぜえ触れてないですね。ちょっとしこみ角につい

て触れているところはあるんですが・…・。c

村田 概して僕は,木材加工ほど著しく,特殊な問
題っていうの|まないように思いますがね。

向山 軟鋼棒のやすり作業について,つぎの問いに

答えなさいというので,やすりかけはなるべくやすり

の先の方,元の方,面全体を使って身体全体で押しだ

すようにする,と いうのがありますが,これはやり方

ですねo。

村田 やり方だからといって,それ全部がいけない

っていうわけじゃない んだな。そのやり方の理由と

か,関連とか,必然性とかいうことを開くようなもの

ならいいんだなら

佐藤 金属加工は,長野はとにかくおもしろいね。
たとえば,やすりの目がつまるのは,複目やすり,上

日と下日でか′んかくがちがうのは,ど ういうわけかっ

ていうような問題が出ていますね。これはそうとうい

い問題じゃないかと思うんですが,ど うですかね。や

すりに限ってそういうことを考えなければいけないで



すかね……④。

向山 工作機械の問題で,回転数の問題なんていう
のは,どこにも出ていないですか。たとえば,ド リルで

穴をあけていく場合,太い穴と細い穴をあけるときの

回転数との関係とか,切削油の問題とか,そんなよう
な問題は,ほとんど出てないんだけどね。これは盲点
なんじゃないかな。あんまりやられていないからね。

佐藤 まだ技術科は,そこまで到達していないんだ
な。タガネの刃先角は出ているね。このへんのところ

が,いまの中学の技術教育の到達段階だと思います
ね。タガネの刃先角が60度なんていいだしたのが,…
…。いままではそれすらいいだしていなかったんだか

らね。

とにかく,あ と案外多く出されたのは,チ リトリ,

薄板金,それとハンダの,つまリスウェーブの問題 ,
それにブリキとトタンのちがいといったょうなもので

すね。

村田 たとえば,2つの金属を合わせると融点が低
くなるというようなことをむしろやっておけばいいん

じゃないかな。

向山 もう一歩つっこみがたりないっていう感じで
すね。

村田 でも,木材加工よりは,いいようですね。
佐藤 いいといえば,こ としの金属加工は,図面が
とにかく豊富だったということ。それについて,た と

えば,ねじの場合,M記号とか,なんとか記号だとか
あって,それについて,それが何を意味してい るの

か,こ の部分は何であるかとか,と にかく図面があっ

たということは,子 どもたちにとって,たいへん解り
易かったんじゃないかと思うねo。

あと,計沢」の問題で,金属加工として,こ としは,
ノギスがそうとう多く出たということがいえますね。

村田 これはいい傾向だといえますね。何分の 1ま
で沢lれるか,日 もりを実際に与えて読ませる。これは

まあいい傾向といえるでしょう。ただそれをそのまま

にしておかないで,製作なり製図とつなげて欲しいと
思いますね。

佐藤 あと計沢l用具,内パス,外パス,Vプ ロック
トースカンに関連するもの,こ ういうのは,こ れから

もうちょっと。…・・。

村田 市販されている問題集では, トースカンの針
は下を向いているとか,上を向いているとかいうのが

ありますが,あれはどうなんでしょうかっ

佐藤 そういうのは,く だらないな。それからやり
方主義だな。たとえば,片パスのまがった方の脚をお
やゆびで軽く支え,他方の足を廻わして,円弧をけが

く。こういう手かげんの問題だね。こういうのはあん

まりよくないと思うんだけどね①。

村田 そういう場合でも,ど うしてそうするのがい
いのかが問題にされるのならいいんだけれどもね。

佐藤 うん,そ うだな。金属加工はどうもまだ,も
のたりないというところだな。

村田 でも,かなり積極的な面もありますよ。
佐藤 ぶんちん,フ ックエンド,チ リトリと,ま
あ,補強金具を出しているところは少ないと。やはり

指導要領にどうも忠実であるが,精神分裂症的である
と。もっとも,これはいいと思われる問題もあります
がね。

6 機械の問題をめぐって

佐藤 機械ですが,機械で私が感じたのは, リンク
に関する問題がたいへんに多かったと。そして,これ
はいい傾向じゃないかと。ただそれがあまりにも,定

性的であって,定量的におさえているところは,ほ と
んどなかったんじゃないかと思うんですが。

村田 そうですね。
佐藤 たとえば,ス ライダーの場合と,ピストンの
場合とでは,原動軸がどっちかってぃぅことで,運動
量もちがってくるし, トルクだってぜんぜんちがって

くるわけだろう。

村田 それが,たとえば,ただ 4本あれば廻わると
いう考えかたをしないように,長さの関係なんかを,
三角形の性質から図解でといてみると……。

佐藤 どこまでふれるかなんていうことは,ぜんぜ
ん出てないんだな。

村田 ところが,も っとわるい問題は,部品が10い
くつもあって,名前ばっかりずらっと並んでいて,そ

れもめちゃくちゃに並んでいて,そのなかから選ばせ
るような問題もあるでしょう。あれはやっばりだめだ

と思いますね。

向山 ただ名前だけを聞くというのがありますね。
こういうのは,同じリンクの問題でもほんとうに困っ
た問題ですね⑦。

佐藤 これはほんとうに困った問題なんだな。いっ
たいなんて入れたらいいんだろう。平行クランクでも

,四節リンクでもいいだろうね。

池上 たんにリンクと入れた場合はどうするんだろ
うか。

向山 それはやっばリリンクで1′ いヽんだろう。その

程度しか要求していないんじゃないかな。

池上 リンク機構といわなきゃだめだろう。
佐藤 リンク装置といったら間違いかな。



池上 装置でもいいんだろう。まあ何んでもいいと
いうことなんだろう。とにかくこれは詳しく教えられ

た者には,なんていれたらいいのか困ってしまうとい

ったひとつのケースですね。

村田 これは出題の技術的な面でのまずさもあると

思いますね。もっともこの県内の学校では, リンク機

構カム機構と簡単に教えているだけなのかもしれない

けれども,も しそうだとすれば,これでもいいわけで

すからね。

佐藤 あと原動機で,いちばん多いのは,行程とサ

イクルの関係なんですが,く わしくいうとピストン行

程と,そ こで吸込み,圧縮,膨脹,ツF気とピタットや

っちゃうようなやりかた,これはとんでもない誤解を

生ずるわけですよ。もちろん力の関係なんかは,ぜん

ぜんおさえられていませんしね。

村田 そうだと思うな。吸気弁とか,ツト気弁の開い

ている間というのは,ピストンが上死点,下死点にい

く間,下死点が上死点にいく間というだけでなく,そ

の前後に幅があるわけでしょう。時間のずれがあるわ

けですね。点火する場所だって,前にいくとい うこ

と,なぜ上死点前で点火するのかっていうこと,こ う

いうことがぜんぜん出てこない。

佐藤 コウテイっていったってプロセスの意味で使
っちゃっていてね,ス トロークとプロセスの混同が出

題者の方にもあるわけですね。

村田 今年の機械関係の出題で特徴的なのは,大阪
でインジケータ線図を出していることですね。ただそ

れをどの程度に,ど ういうふうに理解すべきかという

ことで,たとえば,圧縮しているときに,シ リンダ内

の圧力なんていうのを問題にするようになれば,こ れ

はかなり程度があがっているといえるわけですね。

ただ困った傾向は,程度を高くしろというとすぐ,

歯車の計算をさせるというように,つまり算術を使わ

せれば,それで程度は高くなったんだという,そ うい

う考えかたが機械や電気の中にあるということです。

オームの法則の計算をしてみた。歯車の回転数を出し

なさい。その場合に歯車の回転数と歯の関係といった

ものは,ほ とんどおさえられていない。

佐藤 エンジンというと,行程と気化器ですよ。あ
とだいじなものなかったのかといいたいですね。たと

えば,点火時期だとか,電気系統ですね,こ ういった

ものは,ほ とんど出ていないわけです。そこで起きて

いる電気は直流か交流かなんていうことには,ぜんぜ

んふれられていない。

村田 自転車に関する問題もかなり出ていますね。
佐藤 そうそう,自 転車もだいぶでていたな。

"

村田 自転車の左ペタルが左ねじだということをた
んに暗記させるような問題,これはどうもいただけな

いんですがねc。

向山 左ねじを使ってある箇所は,何箇所あるかっ
ていうようなのがありますね。

村田 それからミシンもありますね。
佐藤 この部品の名前を入れさせるようなのは,出
しやすいんだな。それに点もとりやすいんでしょう。

それから,東京でも出たんだが,ピ ストンやなにかの

材料に関する問題だな。ここへくると材料の問題がか

なり出てきているわけでしょう。

村田 これはいい傾向じゃないのか。
佐藤 しかし,これでは話しが逆だろう。金属加工
のところで,材料をおさえて,それから機械へ移って

くるのならいいけど,機械のほうから材料が出はじめ

ちゃっているわけでしょう。

向山 だからそれは,ま さに教科書のとおりなんで

すよ。とにかくいまの教科書では,だいたい機械のと

ころで,材料をいろいろ扱っているでしょう。金属の

ところでは,加工のいろいろな方法と,薄・厚板金 ,

丸棒だろう。だから材料の問題が出てこないんだな。

けっきょく材料というものをどこで扱ったらいいか

という問題,つまり,機械のなかで扱ったほうがいい

のか,それとも金属加工のなかで扱ったほうがいいの

かといった問題,こ れはどうなのかな。

村田 それは両方でやらなきゃいけないだろうね。
向山 それはそうだけれどね……。
佐藤 あとすきまを出させるような問題も出ている
んだけれども,こ れはどうなのかな。すきまは何 ミリ

だというふうに固定して覚えさせちゃっていいものな

のかなo。

村田 それは形式によってちがいがあるわけだか

ら,そ ういうものを暗記させるのはよくないと思いま

すね。ただ答えの幅が,た とえば lmと か,lCmと か

0.lmmと か, きょくたんにちがう場合はいいと思う

けれども。

佐藤 0。 3と 0.6m mじ ゃ実際そのくらいの動きは

あるわけだから,ち ょっと問題だろうね。

村田 条件が何サイクルの何エンジンで,ど ういう
形式のもので,何ボルト発電するかっていうようなこ

とが何もなくて,い きなりでしょう。

池上 キャブレターの名前を出しているのもありま

すね。

佐藤 それも多いですよc

池上 キャブレターっていったって,い ろいろな形
があるわけだからね……。
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佐藤 それはあるけどね,緩速ジェットについてお
さえているのは何もない。もっとも教科書にも出ては

いないけど,実際これがなかったらしょうがないわけ

だからな。まあ,だから一応キャブレターの原理だけ

をとらえればいいというわけなんでしょうか。出てく

るのはキリ吹きですからね。

村田 キリ吹きだって,その点をおさえようとすれ
ばいいんだろう。

佐藤 まあ機械のほうも,つっこみが十分じゃない

というところですかね。

7 電気学習の問題をめぐって

佐藤 電気ですが,ま ず屋内配線関係の問題はどう
でしょうか。たとえば,こ としは電線の種類と許容量

ですか,こ れを与えておいて,その場合負荷はどのく

らいまでいいのかというような問題が,だいぶ多く出

ていますね。

村田 電線の太さとの関係からでしょうcこ れはい

いんじゃないですか。

佐藤 数字が与えられていればいいと思いますね。

村田 電線の種類を聞くなんていうのはなかったよ

うですね。

佐藤 そういうのはないようですね。シンボルの問

題は出ていますね。ハトメとか……。

向山 それは全体的にいって,ラ ジオのほうでも,

螢光灯のほうでも,そ ういう,いわゆる回路記号です

か,配線記号の照合という問題は,やっばりいちばん

多いような気がしましたね。どの記号がどれにあたる

かっていう,ま あ製図の読図に値する問題で出しやす

いと思うけどね⑩。

佐藤 ことしは思ったより屋内配線記号の問題はな

かったね。

向山 ただたんに記号だけが,バ ラバラじ ゃな く
て,いわゆる回路のなかで使われている記号について

聞いている問題だからいいと思います。

佐藤 そういう出しかたならいいですか。

村田 ぼくもそういう出しかたならいいと思うな。

佐藤 ことしのアチープでいちばん無難 だ った の

は,電気だったんじゃないですか。

村田 そうですね。

佐藤 螢光灯を出さないところはなかったんじゃな
いかな。

向山 螢光灯はひじょうに多いね。

佐藤 それからテスターですね。
向山 電熱器の問題で気になるのがあるん です が

ね。電熱器のニクロム線 が途中で切れてしまったとい

うんだけれども,%のところで切れてしまったとか,

Zのところで切れてしまったとかいうわけで,それを

使ったら何ワットになるかっていうような問題がある

わけです⑪o。

佐藤 それどうなんですか,おもしろい じゃない
か,いいじゃないかっていう人もあるんだけど……。

向山 たんなる思考の問題としてはいいと思うんだ
けどね,あまり多くそういう問題がでると,%だ った

らそのまま使ってもいいじゃないかっていうふうに,

子どもたちに認識されてしまうおそれがあると思うん

だ。実際は切れたら,と りかえるわけですからね。%
くらいになって使ったら実際危険だしね。

佐藤 何ワットかなんていう出題はおかしい。
そうじゃなくて,切れたのをそのまま使った場合,ど

ういう状態になるか。…・・.

向山 状態だけじゃなくて,結論まで出させるよう
な問題でないと困ると思いますね。

本寸田 ラジオ受信機に関することですか。
向山 ラジオ受信機じゃだいたい配線図のなかの空
白を結んだり,それからどこが何回路かっていう問題

とか,部品の名前を聞いたりする問題,だいたい記述

式のものは,変化にとぼしいような気がしますね。か

なり理論的な問題で,つっこんだと思われるのは,電

力増幅回路で,カ リード抵抗の計算をさせる問題と,

そこへ流れる電流と抵抗値を計算させる問題というの

が出ていたけれども,出 しかたをもう少しくふうしな

いと,ただ抵抗値を覚えこんでいればできるといった

ものになってしまう。そのほかで理論的にちょっとつ

っこんであるかなと思うのでは, 6ZPlの 真空管に,

2つの電流が流れているが,それはどっちの方向に流:

れているかっていうようなF・l題①, ところが回答する

ところが,ただ 2つだけ欄があるんですね。これでは

子どもたちは,ち ょっと困るんじゃないかと思います

ね。おそらく交流分と直流分で,ど ういう方向に流れ

ているかということを聞いたんだろうと思うんだけれ

ども,同じ交流分でも一方向だけ流れているわけじゃ

ないわけですからね。バイバスされる場合だってある

し,ス ピーカの方へいく増幅される場合だってあるし

ちょっと問題としては適切だとはいえないのではない

か。

佐藤 ラジオの場合,ど こそこの部分は何ボルトか

っていうような問題が,2, 3あ ったけれども,そ う
いう問題は,暗記させるというか,やっていたからわ

かるんであってね,やっばりこのような問題が出され

るとなれば,ある程度の暗記というものがどうしても

必要になってくる。



向山 しかし,そ ういうのはやっばり困りますね。
佐藤 こういうのもありますよ。真空管の作動原理
についてグリット電圧を変えないで,プ レート電圧を

高くしたら,ど うなったかっていうような問題。それ
から,部品の特徴について聞くような問題も出ていま

すね。どうもこういう問題は,あまり感心 しません

ね。

向山 そういう問題が,回路から切りはなされちゃ
って出されているところに問題があるわけだな。

佐藤 そうだな。それからこういうのはどうかな。
コンデンサの容量は,何ファラッドくらいかっていう
コンデンサの容量を聞くやつだな。

村田 それは交流 3球受信機という限定がついてい
るから,計算できるんじゃないですか。

佐藤 抵抗は何オームか。…・・.
向山 これは計算で求められるな。この場合,容量
はどのくらいがもっとも適当であるかっていうんだか

らな。

佐藤 しかし,これだって暗記しちゃえば,いちば
んよくできちゃうわけだな。

向山 暗記しちゃえばいいわけだけれども,それに
普通使うものというのは,だいたいきまっているし,

【注】

また容量を少しくらい変えたって鳴わけだからね。だ

からこのような問題では,むしろ容量を変える意味を

聞くようにしたほうがいいと思いますね。つまり,容

量を変えた場合に,ど うなるかっていうよ うな こと

で,思考させるようなふうにくふうすべきで しょう

ね。

佐藤 ラジオについては,出題しなかったところも
かなりあるようです。まだラジオまではとても手が出

ないというところもかなりあるんじゃないかと思いま

す。とにかく,電気分野の出題は,他分野の出題と比

較すると,ま あいちばん無難な問題が多かったといえ

ますが,ラ ジオに関しては,あまり感心した問題はな

かったように思われます。これからといった感じです

オa。

まあ入試問題について,い ままでひととおり話し合

ってきたわけですが,出題者によつて,県によって,

また同じ県内でもそうだが,格差がかなりはげしいと

いうこと。技術科|ごたいする基本的な態度というもの

が,ま だできていないということ。しかし,だんだん

子どもたちに考えさせるような問題が,これから増え

ていくのじゃないかということ,こ ういうことがいえ

るのじゃないでしょうか。

(徳 島 県)

ものを一つずつ選び,その記号を○で囲

半丸やすリ ウ。平やすり〕を用い,あ
力.目 通し法〕で行なうのがよい。

① 右図は普通旋盤の構造を示すがE～⑤までの名称を下から選び記
号で答えなさい。

イ,主軸台   口,心押台
ホ,脚

ハ,往復台 二,ベ ッ ト

(大分・東明)

② 右の図のような補強金具を製作するとき,次の(1)～ (3)の作業をす
るのに必要な工具や機械を,下欄のア～夕の中から選んで,その記
号を (  )の 中に 1つずつ書きいれなさい。
(1)外形をけがきした材料を切断する。 (  )(  )
(2)穴の位置をきめる。(  )(  )(  )(  )(  )
(3)穴をあけ,さ らもみする。 (  )(  )(  )

ア.ボ ール盤 イ.ダイス ウ。鋼尺 工.タ ップ ォ.けが
き針 力.直角定規 キ.4φ ドリル ク.打ち木 ケ.8φ
ドリル コ.弓 のこ サ.旋盤 シ.やすリ ス.ハ ンマ
セ.万カ ソ.折 り台 夕.セ ンタポンチ

③ 軟鋼棒のやす り作業について,次の問いに答えなさい。
(1)次のことがらが正しくなるように,〔  〕の中から最も適当な
みなさい。

① 平面や外曲面をけずるには,ふつう 〔ア.三角やすリ イ .

らけずりや広い面をけずるときは
ヽ
〔工.直進法 オ.斜進法

%

オ々 ボキ′ま車欠a鳴
寸琺は一部着略
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高校入試の問題点をさぐる

作良沼黒

必ずしも一般的な問題としての内容にはならない

が,高校入試における教科内容に関することを中心に

して,意見をのべることにする。

1 はじめに
37年度からの入試に関する問題は,以前の教科に比

較して,内容についての方法的な研究差異や,その深

める程度などに,多 くの問題をかかえている。

特に職・家科からの移行時であることから,教師に

とっても,生徒にとっても悩教の教科であるとともに,

現実的には設備の不備,指導上の問題などで苦労の連

続である。

科学的な思考力を高めるためにおさえられるべき要

点や,技術的な基本的項目をどのように把えるかとい

う問題をふまえ,その線にそって出題されることがの

ぞましいといえよう。

昨年の問題から若千考察すると,技術教育を行う教

科のねらいにそった出題であろうと思われるが,難易

度の面や,現実的な実施面とからなあわせると問題が

残ると,思われる。

作業を中心として学習する教科であるから,作業を

伴わずして獲得しうる国語や数学の教科とはもちろん

異るわけであるが,数学的な理論や,理科的な現象の

理解に関することをも重視していかなけれ ばならな

い。電気学習のねらい,木工学習,金工学習のね ら

い,それぞれの中にそれ特有のねらいをもつとともに,

技術的に重視されるべき観点を明確にして出題される

ことがのぞましい。以下各分野における教科のねらい

から,入試に関する出題方針のたて方を検討する。

2 設計製図に関すること
技術・家庭科においてねらわれる一つの重要な範囲

である。設計製図・製作・評価の各段階とも技術を研

究する立場にたてば当然必要なことで,重視されなけ

ればならないが,なかんずく設計し製図するというこ

とは,生徒の思考・構想の力を,伸長し,複雑な社会

生活,職場生活の中に力強く生きていく自信と行動力

とを身につけさせるために重要な分野である。ある作

業や製作,ある行動や実践のための計画を個人の力ま

たは集団の力において徹底した話しあいや,めん密な

計画をして社会生活や,職場生活の改善に努力する強

い意欲と,洞察力とを獲得するための場として捉えて

いかなければならない。製作に先だって製作への意欲

をもたせ,製作の結果を正しく判断し得るような人間

を養成するために久くことのできない分野の一つであ

る。このような観点で技術的要素をおさえ,ほんとう

に重視されるべき内容を内容とした問題が出題される

ように希望したいものである。

3 木工・金工等に関すること
木材加工が産業の基礎となるわけではない。もちろ

ん金工にしても日本産業の代表的なものであっても,

そのままの学習を中学の段階で実施するわけにはいか

ない。技術・家庭科のこの分野は,重要産業の一面を

ねらいながら日常生活との関連において,よ り密接な

関係があるものとして教科内容にとりあげ られ てい

る。近代産業の中にある近代技術は,木材加工を通し

て実施するより金属加工における実践の方がまさって

いるといってよい。金工学習における精密作業や労働

の方法は,科学的な思考を上台にしなければ実践ので

きないものである。徒弟制度の中で生きた技能の訓練

も,科学的な理論に裏うちされないという点でより個

性的な秘密主義の作業になりやすかったが,一般化さ

れ大衆化された今日の技術の体系は,文化遺産として

も教育上重視されなければならない生活上の教養であ

る。同時にその科学的な思考の様式を十三分に学ばな

ければならないといえる。

木材加工は,こ の教科における構想力の伸長に役立

つ教材であり,こ の角度から問題をほりさげる学習で
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あることがのぞまれる。

以上のような教材観,教科観にたって高校への入試

も考えなければならないと考えているc

4 機械および電気の分野について
機械を中心にした出題の例も多い。自転車やスクー

ターを通して機械に関する理解を深めようとした内容

のものである。これらの問題ももう一歩はりさげた研

究が必要であると思われる。スクーターのエンジンを

分解して組みたてていくことが主目的のような考え方

はすてさらなければならない。機械を分解し,組みた

てる目的をもっと吟味したら,分解そのもの,組みた

てそのもののような出題はなくなるはずであるし,そ

ういう問題集も少くなるのではないかc機械,と くに
エンジンのような場合の取り扱い方は,分解組立てで

身につけてよいことは構造であり,メ カニズムであ

る。必要な工具の合理性も大切であるが,科学的に思

考することの方がもっと重要であるという観点にたつ

ならば,エ ンジンの性能をしって,原理がどのように

そこに使われているかということを指導しなければな

らないし,生徒の立場においても,それを自分の立場

で主体的に活用していけるようなものを重視しなけれ

ばなるまい。あくまでも,部品だけの研究や,合理性

それ自体にとどまることなく,実際に活用するまでの

動力を具体的に理解させるように指導されるべきであ

る。このような指導観にたって教材を精選し,教材の

重点をおさえ技術の内容をとらえた出題が重要である

ことは当然のことであろう。

出題すべき内容が工具に関連したことや,分解,機

械要素にだけとどまらず,生きた内容・実践される内

容・科学的な法則性にのっかったような内容が研究さ

れて提起されることが必要になってくる。

また,電気に関しても同様のことがいえよう。ねら

われるべき技術を十三分に検討 しない と,小手先の

作業,た とえば配線上におけるはんだづけの範囲にと

どまるようなことがあってはならない。

電気理論を基盤にして電気的法則がどのように利用

されているかの観点から出題されなければならない。

また別の分野に入る栽培に関しても,生物学の立場

にたって,生産性とにらみあわせて研究され,出題さ

れなければなるまいと考える。

以上,分野を中′いにして技術そのものの本質を考え

ながらどのような出題がのぞましいかということにつ

いて考えてみました。

入試そのものに関して多くの問題があるけれども,

現実においてなされていることを,一応うけとめてそ
の方法上の問題から考えたものである。

(山形大学教育学部付属中学校)

_資

労働者では昭和33年 2月 ,35年 2月 ,36年 2月 ,

37年 2月 ,それに本年2月 の過去 5回にわたり,主
要産業における技能労働力の不足状況を調査してき
た。そこで以下本年2月 の調査結果の概要を紹介し
ておこう。
本年の調査時点は昭和38年 2月 1日 ,調査方法は
調査票による事業所訪間調査.調査対象となった産
業および職種・地域などは下記のとおり。
<産業> 鉱業,建設業,製造業,運輸通信業,電
気・ ガス・水道業,修理業。
<職種> 機械工,仕上工,電工,自動車整備工 ,
建築大工その他各部門の職業訓練対象となる主要職
種およびその他の技能工として,現場部門,生産工
程において技能的な作業に従事するすべての現場従
業員。
<地域> 全国。
<調査事業所数> 総計7,798事 業所で,雇用主訪
問事業所台帳からの無作為抽出によったc
(1)技能工不足数の推移
過去 3回にわたる調査結果と本年の調査結果とか
ら技能工の不足数の推移をみると,昭和35年 2月 ,

不足数811,354人 ,不足率14.7%c昭和36年 2月 ,

技 能 労 働 力 需 給 状 況 調 査 か ら

1,163,642人 ,不足率 20.1%。 昭和37年 2月 ,1,25
6,842人 ,不足率20.5%。 昭和38年 2月 ,1,108,026
人,不足率18.1%と なっている。つまり昭和37年ま
での調査では,不足率は上昇線をたどったが,38年
の調査では前年の調査結果よりも148,816人 (11・ 8

%)不足数が減少しているc
(2)職種別不足状況
職種別不足数の主なものでは,機械工の92,194人
が最も多く,ついでミシン縫製工45,900人 ,仕上工
40,578人 ,機械組立工 36,036人 ,建築大工 31,664
人,金属プレスエ25,424人 ,活版印刷工20,610人 ,
ラジオ・テレビ修理工19,596人 ,板金工19,352人 ,
製かん工17,564人 ,鋳物工16,628人 ,溶接工16,578
人,塗装工15,834人などとなっている。
(3)産業別不足状況
産業別に技能工の不足数を概観すると,不足数の
最も多いのは,製造業 896,903で 人,ついで建設業
の125,177人 ,運輸通信業 69,246人 ,修理業 9,716
人,鉱業5,736人 ,電気・ガス・水道業1,248人の順
となっているが,不足率では建設業が最も多く30.3
%ついで修理業26.6%,製造業18.8%な どとなって
いるc

―    。



技術教育 の基本 問題 (2)

は  じ め に

本誌の7月号に標題(1'をのせていただき,その後ひ

き続き8月号に続稿をとどけることに予定 していた

が,仕事の都合で約束をはたせず, 2カ 月休んでしま

った。その間に注目すべき諸論稿―一鈴木寿雄「思考

学習の概念を整理する」 (「技術・家庭教育資料」6月

号・実教出版),細谷俊夫「技術教育の方法原理」(本

誌 7月 号)一一が現われたので,それらも本稿ではと

りあげることにした。それで,7月 号に予告しておい

た執筆項目を若千変えることにしたので,ご了承いた

だきたい。

Ⅱ 思考とプロジェクトをめぐって

1「思考」のとらえかた
思考の位置づけ方については,さ まざまな文脈があ

る。たとえば,文部教研の今年の研究主題の一つに,

「生徒の創造的思考力を伸ばすためには,製作の指導

をどのようにしたらよいか」というのがある。また,

今年の日教組全国大会でも,製図の分野では「技術的

思考,倉 1造的思考を養うこと」が討議されたり,プ ロ

グラム学習をとりあげる理由として,「創造的思考力

の発達段階に応じ,学習の個別化をはかる」 (「第12次

日教組教研 0中間報告書」14ペ ージ)な どという文脈

で問題にされている。また,本誌 5月号では,岡邦雄

・池上正道・稲田茂・松原郁二の諸氏が,それぞれの

立場で,思考の問題をとりあげているし,ま た前述した

ように,鈴木寿雄・細谷俊夫の両氏も思考の問題にふ

れている。これらの諸論稿をよむと,おおよそ二つの

傾向があるように思われる。一つは,学習形態として

のプロジェクト方式の限界にかかわる課題提起であ

り,も う一つは,プ ロジェクト方式にこだわらずに思

考過程を問題にしようとしているものとである。前者

の系譜に属するものでは,鈴木・細谷 0松原・稲田の

諸氏のものがあるし,後者は,岡・池上の両氏に代表

されるのではなかろうか。

ところで,細谷氏は,本誌の7月 号で,プ ロジェク

ト方式の教授方法論的根拠をのべたあとで,「創意 0

責任・忍耐・協同などの精神的能力という形式的側面

のほかに,知識の習得を中核とする思考活動という実

質的側面を,技術・家庭科において,いかに育成する

かということが新たな課題となってくる」(4ページ)

と指摘している。このことは,いいかえれば現行のプ

ロジェクト方式の限界を認めたものであって,細谷氏

はそのことを,「プロジェクト・ メソッドを否定する

ことではなく,むしろプロジェクト・ メソッドを科学

的思考能力を高めるという観′点にたって止揚すること

を目指している」 (4ページ)と説いている。さらに

「われわれは,技術・家庭科の指導は,依然としてプ

ロジェクト・ メソッドの方式によるべきものと信じて

いる。(中略),科学的知識を基盤とした思考活動をも

りあげる方策として,プ ロジェクト・ メソッドを深化

拡充する必要がある」 (5ページ)と もいいかえてい

るcま た,鈴木氏は,「思考学習の概念を整理する」

(「技術・家庭教育資料」6月 号・実教出版)と いう論

稿で,細谷氏とほぼ同様の見解をのべた後でiプ ロジ

ェクト方式の「再発見」を提唱し,プ ロジェクトにお

ける生徒の思考体制に言及している。そこでは,思考

の段階を,感性的思考一一条件的思考―一論理的思考

とおさえて,こ のような思考の発展体制は,「製作と

か整備などの生産的実践の中で統一されているきわめ

て力動的な思考の基本過程である」 (18ペ ージ)と の

べている。「ものを作りながら考える学習」といわれ

るものの理論をこのように言いあらわしている。

岩手・技術教育を語る会

|   ―



また,松原氏は,「技術の本質的な活動としての倉1

造学習」を,「生産的倉1造」 (生産的思考と生産的実

現)に結びつくものとしてとらえ,生産的思考と技術

的思考を次のように位置づけている。生産的思考は,

「新しいものを,ま るまる倉1造する場合の考案設計を

主体に」してもちいるといい,技術的思考は,「ひろ

く一般的に,考案設計の場合にも,製作や操作の場合
のくふう考案の場合にも,その行動前に,主体的に問

題解決的な思考をする場合」 (26ペ ージ)に もちいる

とのべいる。

稲田氏は,鈴木氏と同様に,技術・家庭科では「実

践しながら考える学習が,その中核とならなければな

らない」という考えにたって,「教師が教えるべき面

と,生徒に考えさせるべき面とが必要である」 (20ペ

ージ)と のべている。しかし,それを理論的にも実践

的にも整理することは,今後の課題であるとも指摘し

ている。

2 思考とプロジェクトのもつ問題点
ところで,以上の四氏に代表される思考のとらえか

たをめぐって,主 として鈴木論稿を引き合いにだして

わたくしたちの考えをのべてみたい。ひと口にいっ

て,思考をとりあげる問題意識やその文脈が基本的に

ちがっている。細谷氏は,プ ロジェクト方式を「止揚

する」必要があると説き,鈴木氏はそれを「再発見」

する必要があるとのべているが,両氏ともに現行のプ

ロジェクト方式の限界を率直に認めている点では,ま

ったく同じである。その限界は,前述したように「技

術学的内容を習得させる」 (鈴木氏)とか,「知識の

習得を中核とする思考活動という実質的側面」 (細谷

氏)を重視せざるを得なくなったからであるが,その

ことはいいかえれば,も のを作る技能を現代技術学の

体系とのかかわりで,再検討せざるを得なくなったと

いう事情によるものである。したがって,プ ロジェク

ト方式にとらわれる限りでは,その解決は思考活動を

促進させるという倶1面から切りこまざるを得なくなっ

たようである。だが,わたくしたちは,そのようには

考えない。

鈴木氏もいうように技術学的内容の習得を重視する

というならば,た とえ仮説的なものであっても,系統

的な教授内容を構成しなければならないと考える。そ

ういう意味では,鈴木氏が示している電気学習の教授

内容 (前掲誌19ペ ージ)のようなものが,全分野にわ

たって組まれなければならないだろう。わたくしたち

もそのような意図で,全分野にわたる「試案」をとり

あえずたててみたわけである。   .
つまり,そ こでは子どもたちにどのような認識を育

″

てるか,その認識を育てるためにふさわしい内容をど

のような視点で選定するか,それをどのよ うに配列

し,どのような手だてで与えていくか,と いうすじ道

こそ重視しなければならないと考えている。この場合

必ずしもプロジェクト方式にとらわれる必要はないだ

ろう。子どもたちの思考活動を促進するような教授内

容を構成し,それに応じた柔軟性にとんだ教授方法を

採用すればよいと思う。

鈴木氏は,技術学の教授や技術学的内容の習得を重

視するといいながら,い っぼうではそれを体系的に組

むことをおそれているが,前提になる科学的知識の体

系があやふやでは,望ましい思考活動は促進されない

のではないか。このことは,鈴木氏が,「今日の理科教

育が現代の自然科学の成果そのものよりも,その根本

にある科学的思考や正しい物質観」を与えようとして

いると指摘し,そのような考え方は,「そのまま技術

教育についてもあてはめることができよう」 (15ペ ー

ジ)な どとのべている点にも現われている。つまり,

鈴木氏は,日では,科学の成果の教授を重視するよう

なことをいいながら,実際にはさはど重視 して ヽヽな

いように思われる。わたくしたちは,科学の成果その

ものを可能なかぎりきちんと与えることが,子 どもた

ちの思考活動を促進させ,認識を伸ばすための重要な

要因になると考えている。だが,こ のようないいかた

をすれば,鈴木氏もいうように,それは「知識注入主

義」だ,と 誤解されることが多い。だが,科学の成果
の教授と,知識注入主義とは必ずしも一致しないこと

は,教授論のイロハではないか。このような自明のこ

とがらが,往々にして曲解されている (曲解というよ

りは,無知といった方がいいのかもしれないが)。

ところで,わたくしたちが批判の対象にしているプ

ロジェクト方式は,いわゆる本来の意味でのプロジェ

クト教授論にもとづく,考案設計一一製作一→評価と

いう段階をふむ学習形態をさすものであって,林淳一

氏が,教材とプロジェクトを区別して,プ ロジェクト

を単なる実習例的な意味で使っている場合をさすので

はない (岩波講座「現代教育学」第11巻・ 197ページ)

だが,鈴木氏が,プ ロジェクト方式を「再発見」する

といって,電気学習の内容配列案を示しているが,そ

れをみると林氏のいうプロジェクトと同じ意味に変っ

てくることになるのではないかと思った。もしそうだ

とすれば,それはもはや,本来の意味でのプロジェク

ト方式ではなくなる。「再発見」というのは,そのよ

うな意味であろうか。

このように考えてくると,思考の基本過程を問題に

する以前に,現行の技術・家庭科の内容を全面的に検

―
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討しなおすことがだいじになるのではないか。また,

鈴木氏は,思考の基本過程を三段階におさえている。

これは,武谷三男氏の三段階論の適用らしいが,こ の

ような思考過程は,プ ロジェクト方式に固有のもので

はもちろんない。わたくたちは,こ のような思考の基

本過程を問題にする前に,鈴木氏もいうように,「原理

的な次元において」 (14ペ ージ)こ の教科の内容を整

理することが大切だと考えている。それはなぜか。も

う少し付け加えておく。本来,「思考の発展は,実は

知識の発展を通じて以外には起りえず,知識の発展の

方向は,今 日までの科学の成果にもとづくいがいに求

めることができない」 (川合章「教授=学習過程」・

28ページ)と いう,あまりにもありふれた原理を重視

するからである。そのことは,鈴木氏のいう「たんに

生活技術としてしか意味のないものや,生徒にとって

技能的な抵抗が強く,しかも思考体制の発展か らみ

て,袋小路のような要素作業は,こ の際,思いきって

捨てていくことが大切である。」(前掲誌19ペ ージ)と

いう考えかたに対応する。だが,本来の意味でのプロ

ジェクト方式は,川合氏の言をかりれば,「極端ない

い方をすれば,内容が科学的であろうがあるまいが,

芸術的であろうががあるまいが,子 どもたちの関′いを

ひくものであったり,部分的に改良されうるような内

容でありさえすれば,子 どもたちは “心をこめ" “目

的を自党して"(キ ルパトリック)学習できるもので
ある」(前掲書151ページ)と いう性格をおびているの

で,科学の成果や,科学的知識の体系にもとづく教授
=学習過程を組むことじたいが困離になってくる。こ

のことはまた,プ ロジェクト方式は,本来はそのひと

つひとつのプロジェクトが,それだけで独立し,完結

しているはずのものであるという性格に結びついてい

る。したがって,鈴木氏がいうような,「ひとたび,

ひとつのプロジェクトにおける思考が成立し,生きた

知識が獲得されると,それが土台となって,他のプロ

ジェクトにおける問題解決のための洞察と実践をいっ

そう確かなものにするという発展的,連続的なモーメ

ントをふくんでいる。」(前掲誌18ペ ージ)と手ばなし

で,ほめたたえられるようなものではない。プロジェ

クト方式では,「発展的,連続的モーメント」は,内

容の系統性の面では,むしろ絶ち切られることをこそ

問題にしなければならない。ひとつのプロジェクトの

学習と,他のプロジェクトの学習の間に,発展的,‐連

続的なモーメントがほとんどないことは,現行の技術

科教科書が証明していることでもある。「思考」を問

題にするあまり,プ ロジェクトの本来の性格まで,ね
つ造することは許されない。それはどにしてプロジェ

クト方式を固守する必要はないのではなかろうか。ま

た,鈴木氏は,「客体的な知識と主体的な実践とは,

労働過程においてはじめて内面的に統一される」 (前

掲誌16ペ ージ)と いって,労働過程と技術科のプロジ

ェクトが,ほとんど無媒介に結びつくかのように説い

ているのだが,労働過程がどのような教育的配慮のも

とに設定されなければならないかが問題になる。いい

かえれば,現行の技術科では,労働過程と技術学的内

容の質が子どもの認識の発達を保障するようになって

いるかどうかを問うことなくしては,鈴木氏 のい う

「まともな労働観」 (前掲誌15ペ ージ)を育てること

はできないということでもある。このように考えてく

ると,なぜ技術科にだけ特定の教育思想や,それに基

づく学習形態が強制されなければならないのかわから

なくなってくる。だからわたくしたちは,こ のような

強制に対する指導行政の無責任さを,ll■ りをこめて批

判しなければ:な らないのだ。プロジェクト方式の限界

がわかりかけてくると,その方式を「再発見Jすると

逃げていく発想のどこにも,指導行政の側の「責任」

意識がみられないのは遺憾であったし,同時にそうい

う無責任ぶりを銘記することから,すすんで自主編成
∩しごとに取り組むわたくしたちのエネルギーも湧い

⊂くるというものである。
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最近の牛乳加工食品

および肉加工食品について

3 クリーム

厳密な意味ではクリームは加工製品とよばれぬかも

しれない。しかしクリームがそのままの形で利用され

ることが少なくても,これからアイスクリームや,バ

ターが作られる。すなわちクリームは予L製品の重要な

ベースになっているのである。

前述のように牛乳には85～88%も の水分が含まれて

いて,こ の過剰水分が製造上邪魔になることが多い。

そこで,脂肪と水分との重量差を利用して遠心力によ

る分離法によって,脂肪率が大体15%以上になるまで

水分を除去したものがクリームである。そして水分の

除去の程度によって次のような区別をしている。

1 フルーツやコーヒーの添加用として生クリーム
で利用するもの……(A)

2 アイスクリームやバターの原料として利用する

もの……(B)

3 ケーキその他に利用(デ コレーション)する非常
に脂肪率も高く濃厚なもの……(C)

それぞれの成分組成は次の通りである。    .

1晰 階
ん
』辮 1励 1勅

準組成を見てもわかるとおり,脱脂平Lのたんばく質含

量が普通の牛予Lと 少しも変らないか,あるいはむしろ

率としては増加している理由もここにあるのである。

4 アイスクリーム
アイスクリームも標準組成からみれば生平しに優ると

も劣らない立派な栄養食品である。しかしすべてのア

イスクリームがそうであるとは限らない。

アイスクリームを作るには,まず, ミックスを調製

する。このミックスの原料になるものは,

クリーム,生乳,脱脂乳,練乳,脱脂練乳,粉乳 ,

脱脂粉乳,卵液,卵粉,水あめ,香料 (バニラ,チ

ョコレート),安定剤(StabiliZer)(ゼ ラチン,ア ル

ギン酸ソーダ他)

などであるが,も ちろんミックスにこれをみな使う

わけでなく,綿密な計算のもとに適当に組合わせて配

合してゆくのである。いいかえれば,その配合の種類

や割合によって幾通りもの組合わせができるから非常

に多種多様なものになり,コ ストも安くしようと思え

ば幾らでも安くできるわけである。市販品で量がほと

んど差がないのに10円ル30円 のひらきがあるのは,こ

の配合方法によるものである。

参考までに高脂肪品と低脂肪品を比較すると次の通

りであるc

障引々魯¶纂+曇』鋤司勅 |こ Fリ

翼
|

:::: l  l::

るが,こ れを

同じものであ

くら冷却した

た り,やわら
ことが多い。

されてい

スと大体

蔵庫でい

てしまっ

できない

Ａ

Ｂ

Ｃ

15.2

36.2

61.5

3.11

翼
|

0.6

0.3

0.3

76.6

55.0

32.2

この組成をみて気がつかれることと思 うが,成分中

脂肪と水分が大きく変化しているが他の成分殊にたん

ばく質が余り変化していない。これは,遠心力利用の

分離であるから,最 も軽い脂肪はほとんど残留し,重
い水分が出てゆくがこの時たんばく質も水と共に出て

しまうために,含有率があまり増加しないのであるc

このように脂肪だけを残して出てゆく水分とたんばく

質その他の分離物が脱脂乳であるc 9号の乳製品の標
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これは水分の過多(固 くなる),過少(やわらかくなる)

によることもあるが,主な理由は攪伴操作が不十分で

あることと,凍結温度と攪伴のバランスがとれていな

いことが原因である。そこで攪伴凍結についてもう少

し話してみよう。

およそ,乳製品には原料牛乳量よりも製品が増量す

るものはほとんど無いが,ア イスクリームだけは例外

である。液体が氷結すれば体積が増すのは当然である

が,も うひとつこの攪祥凍結にカラクリがあるのであ

る。 ミックスを攪伴すれば泡立ってくる。この泡はミ

ックスの中に混入していつた空気であるが,泡のおさ

まらないうちに急速に凍結してしまえば,これ等の空

気はアイスクリームの中に封 じこめられてしまう。

(こ の空気の量がアイスクリームの品質に影響してい

て,あまり入りすぎると,舌ざわりがフワフワして不

愉快なものになるし又融けやすいアイスクリームにな

ってしまう)こ の封じこめられた空気の量がすなわち

アイスクリームのオーバーランになるのであるから,

いいかえるなら消費者はこの空気もいっしょに買わさ

れていることになる。これは丁度縁日でやっている綿

アメと同じようなもので,ほんの少量のザラメ糖があ

の箸の先についてアメに変わるのであって,大きな綿

アメも握りつぶせばひとかけらのアメになってしまう

のと同じように,ア イスクリームも圧縮すれば小さな

氷の牛平しにならてしまうのである。因みにアイスクリ

ームの販売は(g)と いう目方でなく,(C.C.)と いう容

量で行なわれている。円型カルトンに印刷されている

容量も60c.c.とか80c.c.と かぃう体積の単位であるの

は,日方(g)では空気の利益が無くなってしまうから

である。余談になるが食品の中で一番利益の多いもの

はビール,酒 ,ジ ュースなどの水を売る商売だという

話があるが,空気を売るアイスクリームなどは更にそ

の右翼ということになりそうであるc

少し悪口をいい過ぎたようであるが,しかしアイス

クリームが栄養食品であることには間違いはないし,

又子どもたちにとっては無類の好物であるから,夏季

の間食(おやつ)には好適で他の菓子類にくらべてはる

かに効果的である。

ソフトクリーム

正式にはソフトアイスクリームだが,ス タンド販売

形式が簡易な′点もあって大巾に普及している。前述の

アイスクリームは凍結機によって半流動状に凍結した

ものを容器に入れ,更に -35° C前後の低温で硬化し

たもの (ソ フトに対して普通のアイスクリームをハー

ドアイスクリームとよぶこともある)であるが, ソフ

トはこの硬化の操作を省l16し て流動状のままで販売す

るものである。したがってハードとその成分組成にお

いてほとんど差異がないが,例の空気の封入が完全で

ないからオーバーランが低くなる。叉場合によっては

脱脂ンL系統のミックスだけを使用することもある。食

べやすい点や容器としてコーンを使っている点に特徴

がある。ただ,どのような店にでもフリーザー (凍結

機)さ え置けば販売できるため,販売人の取扱い方や,

機械設置の環境など衛生に注意を要する面もある。

アイスシャーベット

これも最近になって急速に流通してきたが,場合に

よっては乳製品の中に入れなくてもよいものもある。

アイスクリームとの差異はそのミツクスを見ればはっ

きりわかる。

ミックス配合例

(1)コ ーンシラップ

アイスクリームミッ

オレンジピューレー

藤  糖
水

(2)コ ーンシラップ

35%ク リーム

30%濃縮脱脂乳

オレンジピューレー

薦  糖
水

これでわかる通り,以前に大流行したことのあるア

イスキャンデーと本質的には全く同じもので,強いて

ンL製品とみるなら,ア イスクリームミックスや,ク リ

ームなどが少量混入されているだけである。栄養面か

らみても,(1)の 例では糖分だけ,(2)の 例で1%前後の

脂肪分と糖分といったようにそれほど見るべきものは

ないcい うなればやや高級な氷水といったようなもの

である。

5 バターとチーズ
前にもふれたが (本誌132号 p.37)その外観から混

同されることが多いので,両者の区別に重点をおいて

説明しよう。早道としてその成分組成を比較すること

にする。

8%
クス 10%
5%
18%

59%

8.0%

2.5%

6.0%

5.0%

20.0%

58.5%

θ   一`
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チーズはプロセスチーズ……(後掲)

差異で最も目立つ点は,バ ターの組成の大部分が脂

肪であり,チ ーズはどの成分も比較的むらなく含有さ

れていることである。それぞれの製法は後で説明する



ので,そこではっきりわかると思うが,バ ターは牛乳
中の脂肪を凝集させて作った食品で,チ ーズは牛乳中
の各成分をそのまま凝縮させて作った食品である。す

なわち栄養面からいうと,バ ターは脂肪食品であり,
チーズは総合食品ということになる。

次に消費構造をみよう。日本では,バ ターの消費が
チーズに比して圧倒的に多く,ほ とんど10倍に近い。
ところで諸外国 (乳製品については先進国)と 比較し

てみよう。

地域消費量 (1年間 1人当りkg)

ョ_ロ ッパ (ソ 連を
除 く)

西 欧
東欧 (ソ 連を除 く)

アメリカ及びカナダ

南米 (ア ルゼンチン,
ブラジル,チ リー他 )

オース トラリヤ及び
ニュージーラン ド

日 本

79.5

90。 7

61.9

180.0

80.0

142.1

2.1

2.0

3.9

1.2

5.4

2.9

3.0

2.6

3.2

1.9

24.7

30.2

16.0

74.8

60.0

98.3

1.6

3.0

0.003

大変古い資料で恐縮だが比率はそれ程変っていない

と思う。さて日本は比較にならぬ程低く,仮に現在の

生産が当時の 3～ 4倍になっているとしてもけた違い

の低さである。かわりに魚肉を食べるという説もある

が,同 じF.A.Oの 1952年によると,たんばく消費量
はアメリカ・カナダの41%,西 ドイツの56%,フ ラン
スの47%,ォ ーストラリヤ, ニュージーランドの37%

と何れも半分以下,現在食糧事情がよくなってもせい
ぜい60%前後のようである。主要国で日本より低いた

んばく質摂取量の国はインド,フ ィリッピン,イ ンド

ネシヤだけでこの結果がそのまま来年のオリンピック

の結果になりそうに思えて心配である。

さて本題にもどるが,なぜこれ程バター,チ ーズの消

費が低いのかということになると,その原因はなかな
か複雑で簡単に説明できぬが,その幾つかをあげると,

1 日本ではまだ歴史的な経験が浅いc(仏教の影
響やその他で畜産物の利用が遅れる。)

2 価格が他の食品にくらべて高すぎる。 (日 本の
畜産が,その飼料の大部分を輸入している現状で

はこれ以上コストを下げる見込みが薄い。)

3 禾」用方法の普及が遅れている。
4 チーズの風味が日本人の嗜好に適さない。
まだあると思うがいずれにしても今後の課題となる
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点が多い。

バター

牛乳脂肪は球の状態 (径 10ミ クロン前後)で牛乳中
に浮沸している(エ マルジオン).こ の牛乳を遠心分離

法式によって,特に脂肪の多い牛乳 (ク リーム)を作

りこれを原料にしてバターを作る。操作としては,チ

ャーンという樽型又はサイコロ型の容器にクリームを

入れ,こ のチャーンを回転させるのだが,こ の時,中

のクリームがなめらかな流動をしないように,ち ょう

ど波打際の波のような衝撃的な運動を回転によってク

リームに与えると,脂肪球同士がぶつか りあい,その

衝撃でお互いに付着するようになる。この付着が継続

的に行われると脂肪球が雪だるま式に大きくなり,つ

いには大豆乃至はそら豆大になる。このバター粒子を

チャーンからとり出し,練 り上げればバタ ーに な る

わけであるcこ のようにして,原料のクリームから脂

肪だけが出てくるために,バ ターには脂肪以外の成分

が少なく,た′tば く質その他の成分は大部分水分中に

残るのである。このクリーム中からバターをとり出し

た廃液のような水分をバターミルクといい,カ ゼイン

や乳糖の原料にした り,外国ではこれをンL酸醸酵させ

て飲用に供している。バターの添加物としては,食塩

と色素がある,バ ターに無塩バターとい うのがあって

特殊な用途に利用するが,こ れには加塩しない。色素

を入れないバターは淡クリーム色でむしろ白っぼい感

じであるため,市販のバターの色は人工着色してある

(チ ーズも同様 )。  この色素にはカロチノイド系のア
ナットー色素を使用する。

バターは醸酵食品と考えられているが,原料クリー

ムを平L酸酸酵させたものを酸性バター,全然醸酵させ

ないものを甘性バターとよぶc酸性バターは風味の点
でやや優れるが,貯蔵性が低くなる (かびが生えやす

い)ため,最近の市販品は甘性バターが多いようであ

る。

チーズ

非常に種類が多く,世界各国のを合わせると 500～

700種類といわれるc 軟質と硬質,熟成の有無,又熟

成も細菌によるか,かびによるかで区別した り,熟成
によるガス孔があるかないかでも区別する。外国の漫

画ではネズミとチーズがつきもののようで, ネズミが

出るとよくチーズが出てくるが,そのチーズにはみな

ガス孔がついているのに気がつかれると思う.し かし

日本ではそれ程多くの種類が市販されてなく,極硬質

でガス孔のないチェダー,エ ダム (むかし赤玉とよば

れていた)軟質粒状のコテージなどが見受けられるが ,

最近輸入量も増えたのでいろじヽろなチーズが出まわる
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戦後欧米特にアメリカでブロイラー (Broiler)と よ

ばれる,日数で 60～ 90日 前後体重 lkg前後のひなお

すの消費が爆発的に増加している。8月 ごろ新聞経済

欄を賑わしたコーロッパの鶏肉戦争の主役はこれであ

る。ひなであるため小型で丸ごと調理でき,しかも柔

らかく美味である。日本でも数年前よリー部の水産会

社が養鶏飼料の販路拡張のため,ブ ロイラーの普及を

計画し相当積極的に飼育を始めているが,予定通りに

消費が伸びず低調である。

(5)その他の食肉
馬肉(HOrseflesh),山 羊肉(CheurOn),兎 肉(COny

meat)等があるが精肉として利用されるより,ほとん

ど大部分が加工用に向けられている。

3 肉加工の基本的な処理
(1)調味材料
塩 塩を使 うと食品は腐らないと思われているが,
塩の脱水作用やPHに対する影響からある程度防腐作
用があるにしても,塩そのものには殺菌力がないし,

十分な防腐効果をもたらすほどの塩を入れた場合漬物

でない限りからくて食べられない。したがって肉加工

食品につかう塩は原料肉の3%前後で,風味を整え,
肉の結着性を増すことを主目的としている。

(注)肉加工食品の貯蔵性はそれほど高くない。包
装のままの骨付ハム,ベ ーコン, ドラインーセージ等
はある程度長期間保存できるが,ロ ースハム,プ レス
ハム,ソ ーセージ類は,包装のまま低温貯蔵しても 1

カ月以下,包装をとると冷蔵庫の中でせいぜい 1週間

くらいしか保たない。それ以上になるとかびが生えた

り肉敗してしまう。

砂糖 塩と同様に風味をつけるために使うが,特に
特有の香味がつき,塩の脱水作用によって肉が硬化す
るのを防ぎ柔軟性をもたせる効果がある。

発色剤 肉に熱を加えると,ヘモグロビンが酸化し
て灰褐色に変ってしまう。この色は食品としての美感

や食欲を阻害するので,ヘモグロビンに作用して (筋

肉中のミオグロビンという色素にも作用するといわれ

る)熱に安定なものにかえてしまう目的で,化学薬品
の亜硝酸ソーダ(NaN02昭 和29年使用禁止解除)ま た
は硝石(KN03)を 使用している。ハムやソーセージの

断面が鮮紅色を呈するのはこの作用によるものであ

る。

香料 ハム類に使われる香料はほとんどこしようだ
けであるが,ソ ーセージ類には多くの香料を添加して

いる。その主なものは,オ ールスパイス,セ ージ,ナ

ットメッグ,タ ィム,メ ース,シ ナモンなどの他にに

んにくも多く使われている.

(2)塩漬
以上述べたような調味材料を原料肉に加える作業を

塩漬という。これには,配 合 した調味材料の水溶液

(一定の濃度であることが要求され,ボ ーメの比重計

で計って調整する)を作り,こ の中に原料肉を一定期

間 (原料肉の大きさによって5日 ～20日 の範囲内で伸

縮する)浸漬する方法と,配合した調味材料をそのま

ま原料肉にふりかける方法がある。前者は主としてハ

ム,ベーコンに用いられ,ソ ーセージ類は後者による
ことが多い。これによって調味材料が原料肉内に浸透

してゆき,不必要な水分や血液が流出し,風味がつけ
られる。なお塩分濃度が低いから5° C以下の低温で行
なわなければ寅敗のおそれがある。

(3)包装 普通の食品は製品を最後に包装す る
が,肉の場合は缶詰のように,包装を初めに行なって

そのままの形で加工処理を加えることが多い。 (缶詰

食品も缶に内容物を封入した後,脱気殺菌などの処理

を加える。)ハ ム類はセロファンで包装したあと,綿
布で包み,更にその上を保型の意味で太いタコ糸で俵
のように巻き締めたものを,ボイルや燻煙の処理をす
る。ソーセージの包装材を特にケーシングとよび,牛

豚,羊 ,山羊等の腸や,セ ロファン,ラ イファンなど

の人エケーシングを用いる。最近化学合成フィルムの

使用も研究され, ドイツではすでにそのまま食べられ

る人エケーシングを作りだしたとの報告もある。

牛腸と人エケーシングは,製品が直線的になるのが

普通であるが,豚腸 (ポ ークソーセージ)や羊腸 (ウ

ィンナソーセージ)を使用すると,ボ イルの際腸間膜

付着部が収縮して弧状に彎曲するのが特徴である。も

ちろんこれ等の腸はソーセージと共に食べてさしつか

えないものである。

(4)燻煙
魚類のさけ,にしんの燻製は有名であるが,肉加工

品は燻煙したものがあまり好まれないため軽い燻煙を

ほどこす程度である。煙の成分にはタール物質をはじ

めとして,ア ルデ ヒ ド類,酢酸,ぎ酸などの防奥作
用をもった物質が含まれているが,こ の程度の燻煙で

は,風味をつける程度にとどまり,防腐効果は全く期

待できない。発煙剤 (燻材)と しては,いたゃ,けや

き,なら,さ くら等の悪臭のない堅木が使われる。

(5)ポイル
骨付ハム,ベーコン, ドライソーセージはボイルし
ないが,その他の肉加工食品はボイルするのが普通で

あるcこ の際高温は脂肪を融かしてしまうので,70～
80° C前後で60分 くらい行なう。したがってこれ等の
食品はそのまま即席に食用に供されるわけである。し
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かし衛生試験場の検査の結果では,よ く管理されてい

ない食料品店で販売されているものは,ケ ーシングの

外側に大腸菌などが付着しているということである。

4 肉加工食品の種類
(1)ハム類
骨付ハム (Regular Ham) ハムの典型で,片 も

もをそのまま骨を抜かずに塩漬燻煙して作ったもので

ある。欧米では多く消費されているが,大型 (8kg前

後)であるのと,骨付であるため層llれないと調理しに

くいなどの理由で日本の一般の家庭ではあまり用いら

れていない。                .
ボンレスハム (BOneless Ham)上 記の骨付ハム

から形をくずさぬように骨を抜いただけのもので,や

はり大型のハムであるc

ロースハム (Roast Ham)ラ ックスハム (Lachs

Ham)と もいわれ,小型で日本でも多く消費されてい

る。豚の脊肉 (ロ イン,牛肉ではロースとよばれてい

る部分)やもも肉の良質の部分をカットしたものを整

形し,丸型に巻きじめて作る。ボイルす るのが普通

で,切 り日の中心部は桜色をした一枚肉であり,外倶1

を白い脂肪層がとりまいているといった,ブF常に美し

い高級ハムである。このハムの色調が豚肉の特徴で,

他の家畜の肉はどうしても赤味が濃くなる。プレスハ

ムなどでは他の家畜の肉と豚肉との区別はこの色調に

よってできるものである。

プレスハム (PresS Ham)原 料肉や製造方法など

ハムよりはソーセージに近いものであるが,日 本では

普通ハムと称して広く販売されているので,ハ ムの項

で説明する。今まで述べたハムは他の家畜の肉を混入

する余地が全くないため純粋の豚肉の加工品である

が,プ レスハムは,ボ ンレス,ロ ースハム等を作った

残肉と,馬,羊,牛等の下級肉 2～3cmを角に細切

し,セ ロファンに圧縮しながらつめたもので,別名寄

せハムの名もある。価格も安いし,体裁も一見ハム風

であるため非常に多く消費されているが,風味は相当

におちる。

(2)ベーコン (Bacon)
豚の横胴の部分を大型のまま骨(肋骨)を抜きとり,

塩漬,強燻煙したものである。ほとんど層状の脂肪

で,わずかに縞状の赤肉が入っているので,燻製ラー

ドといった方がよいかも知れぬ。主として調理用で,

繊維が固いためそのまま食べることは少ない。日本で

はあまり消費されていないが,欧米ではバターその他

の食用油と同様広く用いられている。

(3)ソ ーセージ類
ドメスチックソーセージ (Domestic Sausage)

豚のいろいろな肉加工品 (ハ ム,ベ ーコン,プ レス

ハム)を作ったあとの馬,羊,肉のプレスハムの残肉

はもはやそのままの形では加工できないので,これは

肉挽機(Meat ChOpper)ゃ カッター(Silent Cutter)な

どの機械にかけて細かくすりつぶした肉を,腸その他

のケーシングにつめたものがソーセージ

である。いわば畜肉のかまぼこともいえ

るものである。こうなると,ソ ーセージ

はいかにも低級な食品にみえるが,成分

組成では他の加工品とあまり変っていな

いし,香料などもいろいろ添加されてい

るから風味もさほど悪くなく,価格の割

には良質の栄養食品である。前述のプレ

スハムと同様わが国で最も広く利用され

ている肉加工食品である。種類が非常に

多く,豚腸その他細型のケーシングにつ

めたもの (ポ ークソーセージ Pork Sa

usage),丸型,角型のセロファンにつめ

た大型のもの (内容はポークとほとんど

同じもの), 羊,山羊の腸につめた小型

のもの (ウ ィンナソーセージ Vienna

Sausage)が代表的であり,その他肝ぞ

うにラードと少量の豚肉を混ぜてすりつ

ぶし練りあげ,ペースト状に した もの

(Liver Sausageま た Paste)も 一種の
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豚体の切断 と加工品

ロイン(ロース)

口_スメ、ム (大部分)

プレスハム (残肉)

ソーセージ (殊肉)

ソーセージ

ヘッドチース

ショルター (肩 )

ロー ス ハ ム (一部 )

プ レスハ ム

ソーセー ジ

骨付,ボンジスハム

ロースハム

ブレスハム (残肉 |
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ソーセージで,最近多く市販されるようになった。
ドライソーセージ (Dry Sausage)

サラミソーセージ (Sarami Sausage)力 そ`の代表で

あるが,ソ ーセージとしては高級品で,鮮度のよい豚
・牛肉とサイの目に刻んだ豚脂を混ぜ,ソ ーセージと

同じ処理のもとに牛腸につめたものを,燻煙後 1～ 2
カ月間風乾して作る(ボ イルはしない)。 表面は固いが

風味は非常によく,特に長期間の貯蔵に耐えるのが特

徴である。最近,乾燥期間を短縮した速製品も作られ

ているが,貯蔵性はあまり良くない。

5 肉の風味
肉を購入する時,赤肉の多い方を好む傾向が多いが

これは肉の風味からみるといささかおかしな話 で あ

る。もちろん白肉が極端に多い場合は別として,肉の

実際の風味は脂肪にあるといえる。いろいろな畜肉か

ら脂肪の部分をとりのぞき,十分に煮沸して しま う

と,も はや肉の区別ができなくなるものである。適量

の赤肉と白肉の組合わされた肉こそ最高といえるであ

ろう。

次に肉類の調理であるが,最近スキヤキがおかしな
ことで世界的になってしまったが,こ のスキヤキは厳

密な意味からは,肉の料理であっても肉を食べる料理

ではない。この中で肉の果たす役割はいわゆるダシで

毎月労働災害統計調査によれば,昭和37年の 1年
間に発生した労働災害の総件数は, 214,926件で,
前年にくらべ 20,626件 (8.8%)の 減少を示してい
る。
なお,37年における程度別災害件数は死亡 1,710
件,永久労働不能 12,188件 ,一時労働不能201,028
件となっている。
いまこれによって産業別に災害発生件数をみ る
と,37年においては,製造業が最も多く,75,283件
で全災害件数の35.0%を 占めている。ついで鉱業の
70,482件 (構成比32.8%),運輸通信業の38,373件
(同 17.9%),建設業の24,053件 (同 11.2%)と の
順になっている。これら以外の産業の災害件数は合
計6,735件 (同 3.1%)であるから,上記 4産業で全
体の96.9%を 占めているわけである。
つぎにこれを程度別にながめてみると,発生件数
の最も多い一時労働不能では,製造業の34.4%を ト
ップに,鉱業の33.0%,運輸通信業の18.2%,建設
業の 11.8%,その他 3.2%と なっている。永久労働
不能についても製造業が最も多く,47.7%を占めて
いるのが目立つ以外,一時労働不能の発生状況と同
様の傾向を示している。しかし死亡では建設業が最
も多くなっており, その構成比は 27.5%を占めて

最近 に おけ る労働 災害 の産業別 動 向

あって,肉のエキスが十分浸出してできた煮汁を野菜

やこんにゃく,と うふといったものにしみこませて賞

味する料理であると思う。煮えるか煮えぬうちに争っ

て肉を取り出してしまうと,残 ったものは全く味気の

なし
'ヽ

ものになってしまう。肉の調理は好みがいろいろ

あると思うが,肉そのものを味あうにはやはリロース

トが最高で,肉のエキスの部分が他に流出することな

く,できあがった肉にそのまましみこんでいるから美

味なのは当然で,バーベキユーやジンギスカンもこの

たぐいである。煮沸することは肉そのものの風味を流

し出してしまうから,賞味するとすればむしろその煮

汁の方である。よく生の肉をさしみ風に食して通人ぶ

る人もいるが,魚類とちがって繊維も多く,ま た脂肪が

生のままではそれほど観賞に耐えるものでないから,

世にいわれるほど美味なものではなく,ま ぐろなどと

は比らべものにならぬ。むしろ筋肉ジストマの怖ろし

さを知るべきであろうc

以上で肉加工食品の大要を述べたが,日 本人はまだ

まだ肉に対する知識が少なく,また誤まった先入観め

いたものが強いので,教育の場においてもっと積極的
に啓蒙してもらいたいものである。

(東京都立農業高校 )

いるcついで鉱業の26.9%,運輸通信業の21.4%,
死亡以外の構成比が最も高い製造業は,死亡では ,
19・ 1%と 第 4位に下がっている。
このように災害程度別にみた産業別の災害のウエ
イトに大きな差がでてくる原因としては,産業によ
る作業環境のちがいということがぁげられる。
37年の産業別の災害発生件数および構成比を30年
のそれと比較してみると,つぎの表のとおりである。
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一 一 ― 教 具 解 説 Ⅱ

子どもの夢を育てるエンキット

―
ク ラ ブ 活 動 の 計冨画 と 実 際―

太山東 良『
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1・ 子どもと電気

どこの学校にもラジオの組立やアマチェアー無線な

どにとりつかれて,学校でも家庭でもそのことばかり

考えているような子どもが 2人や 3人はいるもので

す。このような子どもたちの生活史を作文させてみる

とほとんどの子どもが小学校の4～ 6年ころから電気

に興味を持ち始め,模型屋の店先をのぞいては新しい

製品をつぎつぎにさがし出して一つ一つ工作をしてゆ

くところから学習が始まっている。そして中学生にな

って普通教科の学力がついてくるにしたがって,「初

歩のラジオ」「模型と工作」「ラジオの製作」などの電

気雑誌を読むようになり,ラ ジオの製作からアマチュ

アー無線にまで発展している例が多い。

これらの生徒は電気に関する系統的な勉強をしてき

たわけではなく,電気模型を作ったりばらしたりして

いるうちに,自然に知識や技能を身につけていくもの

です。したがって持っている知識は非常に断片的であ

り,私たち教師が答えられないような高度なことを知

っているかと思えば,ご くかんたんな原理も知らない

ことがあるということに気づきます。

しかし,これらの生徒がひとたび技術科や理科の援

業を受けると,グループのリーダーとして各種の実験

や製作に積極的に取りくみ,経験のない生徒との差は

すぐにわかるほど目立った活動をします。

このような電気に対する興味,工作に対する関心は

子どもの持っている本能的なものでだれでもが身につ

けているとも考えられます。そこで一度これらのきっ

かけを自分自身でつかんだ子どもは,各種の教材とむ

すびついて限りなく電気に対する夢が広がってゆくの

です。

5θ

最近のある電気雑誌の読者の声というページをみて

いると,こ こに書いている子どものほとんどは中学生

で,こ の年令層の者がいかにこれらに興味をいだいて

いるかがよくわか ります。 1, 2の例をあげてみま

す。

「ラジオに興味をもちはじめたのは小学生の時でした

それいらい雑誌をかって,いろいろ勉強しています。

高校へ入学してラジオ部に入りました。現在ハムの試

験をうけるためガリ勉をしています。」

「ぼくはラジオを作ることが一番すきです。それだか

らラジオがくわしく出ている本がほしかったのです…

・・・」

これらは小学校―中学校―高校時代の子どもの考え

がよくわかる一例ですが,同じ本の質問のらんにも中

学生らしいものがたくさんあります。

「電解コンデンサーの極を十,一間違えて配線し,そ

のまま電源を入れてしまいました。もうこのコンデン

サーはだめになったでしょうか ?」

「アンプを作り電源スイッチを入れると, トランスが

ものすごくあつくなりました。どうしてなんで しょ

う。イカレたんでしょうか」

「電源回路についてお知らせ願います。電源 トランス

70m A,280Vを使用してB電圧を得るためには,何
K ΩttWの平滑の抵抗にすればよいでしょうか」

ここにあげたものはほんの2, 3の例にすぎません

が,こ のような興味と疑F・7をもっている中学生がどこ

の学校にもいるはずだし,全国的にみるとおびただし

い数にのぼるものと思われます。

これらの疑間を解き,さ らに大きな夢を育てるため

にもクラブ活動としての電気班や無線班は意義がある
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のです。このような自主的な疑問や興味は現在のよう

に入学試験に直結する型にはまった知識偏重の技術科

の授業の中からは決して生まれないのです。

2・ 電気,無線クラプの計画例

本年度私の学校で行なっている電気無線クラブの計

画を一例として書いてみます。

まずクラブ員50人を自由にいくつかのグループに編

成します。この場合 1, 2年生は混合でグループの中

に入りますが, 3年生は進学や就職で実施できないこ

とがあるので別にグループを作ります。だいたい 5人

～ 8人ぐらいの班が多いようです。そしてつぎのよう

な計画の中から2～ 3の研究テーマを選んで自分たち

の実力に応じて製作研究をすすめてゆきます。

(1)オ ームの法則とそれにともなう電圧,電流,抵

抗などの測定研究

(2)ブザーの製作とそれにともなう実験と研究

(3)継電機を作ってブザーと組合せた実験,研究

に)実験用変圧器の製作と研究
(5)模型モーターの製作と実験研究

(6)模型発電機の製作と研究

(7)発電所から家庭までの説明用パノラマ模型の製

作と研究

(8)一球モールス練習器の製作と研究

(9)鉱石ラジオの製作と研究

仁0 エレキット100(回路キット)に よる回路の製
作と研究    ‐

llD エレキット1002によるトランジスタラジオ(他 )

の製作と研究

ua エレキット3000に よるリレー回路の製作研究

0 エレキット300に よる3球ラジオの製作研究
回 送信機,変調機,短波受信機の製作と研究
l151 科学博物館の見学

は0 交通博物館の見学
10 電気博物館の見学
このような研究テーマは一年間の研究活動の基本テ

ーマとして教師が与えてしまいますが,こ の他にも子

どもたちの相談によって決定されたテーマが適当な場

合にはどしどしと取り入れてゆきます。

研究の方法については規定しませんが研究のおわり

には必らずレポートを提出させますのでこれの書きか

たについての説明は与えておきます。また回,l151,仁 0

の見学についてはこの中から一つ,二つを選定して夏

休みに全員をつれて見学をさせます。この他にも個人

の資金で製作するものについては規定なしで指導だけ

を行ないます。

3.エ レキット1002(ト ランジスタ)による指導
エレキットをクラブ活動の中に取り入れたのは昨年

からですが,こ れを利用するようになってから,いつ



でも短時間で回路の組み立てができ,しかもくり返し

ができるなどの点で非常に効果がありました。

このキットでできる回路はつぎのようなものです c

(1)ゲルマラジオ (コ ンデンサー同調式 )

(2)ゲルマラジオ (複同調式 )

(3)1石 トランジスタラジオ

(4)ゲ ルマ検波直結式 1石 ラジオ

(励 ゲルマ検波 1石 ラジオ
(6)ベ ース接地検波 1石ラジオ

(7)コ レクタ接地増幅器

(鋤 エミック接地増幅器
(9)抵抗結合 2石ラジオ

仁0 ゲルマ検波 2石 ラジオ
llll トランス結合 2石 ラジオ

仁a 短波ラジオ

側 無線周波発振器
岡 モールス練習器 (低町皮発振器 )
l151 2石 低周波発振器

仁o A2電 信送信器
田  ワイアレスマイク

l181 インターフォン

l191 2石 低周波増幅器

10 シグナル・ トレーサー

ここに書いた20の回路は別々に部品をそろえて独立

したものとしてはんだづけしてゆくと非常に経費がか

かりますが,こ のキットは一つのキットで中の部品や

配線の組み合わせをかえることによって目的のものを

つぎつぎと作れるわけで 5組ぐらいあれば全員が20回

路全部を作るという点で便利であるし,技術科授業の

発展教材としても不l」tHで きます。

4.エ レキット3000(リ レーキット)による指導
このリレーキットは,鉄心の上にコイルを巻いたリ

レーを中′らにいくつかの回路のつくれるキットで,ご

くわずかな電流の変化でリレーの接点が開閉して自動

的にスイッチを牛1御する装置です。したがってエレク

トロニクスの応用として中学生にはもっとも興味を持

たれているものσ)一つですc

このキットでできるリレーロl路はたくさんあります

が主なものをあげてみますc

lll 断線リレー・
    ‐

これ|ま回路が断線するとブザーがなるようになった

ものでドロボーよけや車の盗難よけ,来客の報知 (ド
アーが開くとブザーがなる)な どに応用できます。

(2)入身寸光リレー

これ|ま光をあてるとカチンとリレーが働いて接点を

つなぐ (又は切る)装置で,Cds姉 酸ヵドミウム・

―   毎
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サルファイトという名まえの半導体)を利用していま
｀
す。応用例としては,テ レビのコマーシャルだけ声を

さえぎるコマーシャルキラー,朝夜があけるとブザー

がなる目ざまし用などに利用できます。

(3)速光リレー

光をあてている間は動作しないで光をさえぎるとカ

チント吸引するリレーで泥棒よけや自動光線 スイ ッ

チ,自動′点滅電1町などに利用できます。

(4)水検知リレー

水でぬれると働いてブザーを鳴らしたり,ラ ンプを

つけたりする装置です。利用法としては雨を知らせる

降雨警報器,風呂の水位報知器,な どがあります。

(5) 電波リレー

電波を受けるとカチンとリレーを10」かせる装置で無

線操縦とかラジコンなどと同じ装置で前に述べたトラ

ンジスターキットと組合わせると,ラ ジオのスイッチ

を自動的に開閉することもできます。

以上は代表的な回路と主な応用例ですがこの他にも

たくさんの利用のしかたがあります。このキットのよ

いところは多くの回路が同じキットの中の部品で次々

に作ることができることで2, 3セ ットを準備してお

けば全部の生徒がたのしく学習できます。

しかもこのキットは回路や部品の学習をしたあとで

は前にあげたような応用例の一つを選択して実用にも

使うことができ生徒の興味は一層増すものです。また

リレーは自動制御の最もかんたんなものとして理解さ

せておけば実際に利用されているエレクトロニクスと

産業や生活との関係を理解するのにも十分に役立ちま

す。

このキットについての問合せは

東京都千代田区神田錦町 3-19

光和株式会社エレキット係

Tel(291)5406
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側剛Ⅲ‖田海 外 資 料

生徒の職業オリエンテーションと

職 業 相 談 (6)

勉森杉

本稿は,「学校と生産」誌1963年 4号所載の下記

論文を要約したものであるc

I 職業相談の医学的諸問題 L.V.ミ ハイロフ
T.L.ゥ シシチニフ

Ⅱ 中学校生徒のための新職業目録
A.A.

I.Y.

フ

トク

I 職業相談の医学的諸問題

生徒の職業オリエンテーションにおいて大きな意義

をもつのは,校医な らびに特別委員会の医学的相談

(メ ジカル 0コ ンサルテーション)である。生徒にと

っては,何らかの病気または選択した職業の要求にた

いする自己の不適応の結果,その生徒が自分の興味あ

る分野で学びかつ働らくことができないばあい,多 く

の困難と拭いがたい印象が生じるものである。

成長する精神的・肉体的構造の大きな破壊とときど

き関連したいまいまいしい誤りをできるだけ少くする

ために,職業オリエンテーションにかんする校医と委

員会の活動は,い くつかの方面で行なわれねばならな

い。

まず第 1に学校の医療勤務者は,生徒の成長・発達

の特徴,その健康状態を注意深く観察しなければなら

ない。職業の選択にかんするあらゆる助言は,おのお

のの生徒の個人的特徴にもとづいて行なわれねばなら

ない。健康状態になんらかの障害があれば,それは,

ある職業にたいする禁忌徴候であることは,明 らかで

ある。学校には重病にかかった生徒が,少数ではある

がいる。がこれらの生徒のためにも医師は,健康状態

を害しない活動分野を選択してやらねばならない。生

産教育をともなう学校の活動の実際面では, 9学年の
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生徒が,その健康状態が職業の要求に不適応であるた

めに,職業教育の他の専門分野に移された例は,た く

さんあった。

健康な生徒ことってもまた医学的助言は必要であ

る。というのは,職業の選択にあたっては個人的な志

向と能力のほかに,精神的・肉体的構造の機能力にも

また立岬しなければならない。このことに関係がある

のは,肉体的発達の状態,心臓・脈管系と神経系の特

徴,力 と忍耐力,視力と聴力の特徴などである。

男・女生徒の職業の選択については,男 と女の精神

的・肉体的構造の機能的発達の差を考慮して,差別し

たとり扱いをしなければならない。しかし,生産を知

らないでは,何ら助言を与えることはできない。した

がって,医師にとっては,各種職業グループにおける

活動の特徴の研究が非常にたいせつである。職業相談

に応じる医師は,生産オペレーションの性質,作業姿

勢と外部環境の諸条件,肉体的負担と職業上の害,注意

力・聴力・視力などの緊張と関連した作業の特徴を知

っていなければならない。労働衛生の諸問題のほかに

作業者の精神的・ 肉体的構造にたいする各種生産にお

ける労働の生理学的作用の問題も考慮しなければなら

ない。問題の範囲はきわめて広く,生徒のために働ら

く医療勤務者の権限の拡大を要求する。

現在,教育科学アカデミーと医学科学アカデミーの'

各研究所,その他の諸機関では,青少年の精神的・肉体

的構造にたいする各種生産における労働の影響につい

て多数の研究が行なわれている。各種専門のプロフェ

ショグラムが作製され,各種職業グループの作業につ

いての示範と禁忌徴候が的確に表現されている。校医

と少年室のために,学齢期と少年期の生理学と病理学

の諸問題,体育と労働訓育にたいする医師の監督,職

業病,労働衛生の諸問題にかんする特別講習会とゼミ

ナールが組織されている。
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ゴ



ロシア共和国保健省の命令によって,ロ シア共和国

の各都市と州では, 8年制学校の卒業年次生のいっそ

う徹底的な研究および生徒にたいする医療奉仕のもっ

とも完全な形態の研究のために,職業相談と生徒の職

業選択にかんする委員会が創設された。委員会は少年

室または小児科総合病院に付属して組織される。委員

会の構成員には,少年室の医師,工業衛生医,校医 ,

教育学者,地区の労働組合とコムソモール組織の代表

者たちが入っている。

8学年の生徒は,地区の総合病院で,あらゆる専門

別に徹底的な公衆保健指導的な医学検査をうける。こ

の検査,ならびに生徒にたいする学校医療勤務者の観

察の結果は,委員会があたえる紹介の根拠である。

職業相談にかんする委員会のこのような活動によっ

て,生徒の健康状態にしたがって生徒に根拠ある労働

紹介を与えることができるであろう。

昨学年度には,モ スクフ市少年室を基盤として組織

された職業相談にかんする委員会に,主 として何らか

の健康状態に障害のある8学年 の生徒が,派遣され

た。委員会へ送られた生徒はみな,自分の健康に応じ

た紹介をうけた。視力の低下した生徒は,眼鏡をかけ

てもよい作業に出され,へんとう腺の病気にかかった

生徒には,低温・低温度の作用と関係のない職業が紹

介されたなど。

委員会の活動経験はよい評判をとり,今後, 8学年

のすべての生徒が職業相談にかんする委員会で熟練し

た紹介をうけることができるように,委員会の活動を

拡充しなければならない。

ロシア共和国教育科学アカデミー体育 0学校衛生研

究所では,数年間にわたって織物工業と機械製作工

業,コ ンベア・流れ方式生産をともなう企業および農

業における中学校 9～ 11学年の生徒の労働の衛生と生

理学の諸問題が,研究されてきた。

こうして実施した研究の結果,金属の加工と織物工

業の 1連の主要職業のためにプロフェショグラムが作

製された。工場の学習職場と学習区,ならびに大規模

な機械製作工場と織物工場の作業場における青年男女

の作業と労働条件の特徴描写があたえられた。生徒の

精神的,肉体的構造の機能状態,生徒の健康状態と肉

体的発達にたいする生産教育と生産的労働の影響が研

究されている。工業と農業における生徒の労働体制に

かんする紹介が検討された。

Ⅱ 中学校生徒のための新職業 目録

生産教育をともなう普通教育学校の創設の結果,た

ちまち,この学校の教育・訓育活動と,熟練要員にた

いする国民経済の需要を満足させる課題とを緊密に結

びつけることが必要となった。

このような連結の環は,生徒の職業的準備の専門の

正しい選択である。専門がどのように決定され,その

専門の内容がいかにして明らかにされるかによって,

生産教育にたいする生徒の興味,自己の職業にたいす

る生徒の愛情の訓育,職業的準備における生徒の普通

教育の知識と一般技術の知識の利用の可能性が,左右

されるのである。このことから,生産教育をともなう

中学校での職業的準備のためにもっとも適当な専門を

選択することについての問題が生じた。

ロシア共和国教育科学アカデミーの生産教育研究所

とロシア共和国文部省は,こ の方面での各学校の活動

を分析して,生徒の生産教育の専門の決定にさいして

は有効な経験とならんで重大な欠陥のあることを確認

した。あるばあいには,あ るいは生徒にたいする要求

が極端に高度となったり,あるいは反対に,中学校で

行なわれるような教育を必要としない,あまりにも狭

い専門が定められたりした。前者にあっては,学校は

工芸技術家,組長,班長の養成にとりかかったのであ

り,後者にあっては,ベニア板接合工,巻線工,孔あ

け工などのような専門が採用された。職種の選択は,

生徒が習得する専門知識の性格を考慮しないで,近く
にある企業の学習用作業場の存在だけで決定されるこ

とが多い。

学校の先進的経験を利用し,生産教育の可能性にも

とづいて,研究所の各部門は,基地となる実験学校に

おいて生徒の職業教育の専門の決定とその内容のより

的確な定義にかんする研究を行なった。教育と生産的

労働とを結びつけるとき,学校は,フ ライス盤や研削

盤を操作することのできる旋盤工,自動旋盤と半自動

旋盤の調整工, 3グ レードの運転手の作業のできる自

動車仕上工,化学的生産の実験手,木工旋盤工,その

他のような,相当複雑な職種について生徒を教育する

ことができることが,確認された。

研究の実施によって,生徒の職業的準備の専門の確

認の基本原則を簡明に表現することができた。この原

則は,生産教育をともなう中等普通教育学校の生徒が

学ぶことのできる主な大衆的職種と専門の現在作製さ

れた,よ り的確に定義された目録の上台となるもので

ある。

目録 の作製は,ソ 連邦内閣労働・賃金問題国家委

員会, ソ連邦厚生省, ソ連邦交通省, 各共和国文部

省,ロ シア共和国教育科学アカデミー,全 ソ連邦労働

組合中央会議,コ ムソモール中央委員会との共同で,

ソ連邦国家計画委員会(ゴスプラン)付属職業技術教育

0  -



にかんする国家委員会によって行なわれた。

日録は,賃率 0熟練資格便覧にしたがって構成され

ているが,生産教育をともなう中等普通教育学校にお

いて1100～ 1350授業時間をかけて習得しなければなら

ない職種と専門だけをふくんでいる。

工業,建設,運輸,通信,公営事業の職種と専門の

ほかに,現在この目録には,農業と住民にたいする支

化・生活サービスの職種もまたふくまれている。

目録には,全部で,16の グループに統合された 380

の職種名がある。第 1の グループには,すべての生産

部門に共通な(各部にわたる),全部で71の名称の職種

がふくまれている。この職種グループは 9つの小グル

ープからなり,そのおのおのの小グループは,つぎの

ような同種の範囲の生産を包含している。すなわち金

属の鋳造・圧搾,熱加工,ボイラー・溶接,冷間・打

ちぬき,圧搾,機械的加工,その他の作業である。

その他の15の グループには,い ろいろな工業部門の

職種,ならびに建設,運輸,通信,公営事業,農業非

生産的部門の職種がふくまれる。これらの職種グルー

プの多くは,部門別特徴または生産的作業の同系統の

特徴によって小グループに分かれる。

日録における職種の分類によって,その生産部門に

おいて,または各部門にわたる職種のグループ別に生

徒を教育すべき職種を決定することができる。職種の

分類は,職業オリエンテーションのためにも,職種の

教育的類別のためにもまた利用することができる。た

とえば,旋盤工,タ レット旋盤工,フ ライスエ,研削
工,ラ ップ仕上工,ボ ール盤工,平削工の職種をふく

む小グループ「金属の機械的加工」を検討しよう。こ

れらの職種は,労働過程の心理的・肉体的特徴づけの

見地から 1連の共通の特徴,共通の専門科目「金属切

削の基礎と金属切削工具」および専門科目中のつぎの

ようないくつかの共通問題―工程にかんする知識,機

械製作の材料,検査・計測器具,公差とはめ合い,工

業製図の知識の共通問題をふくんでいる。

仕上,仕上・組立,仕上・電気組立の作業などをふ

くむ小グループについても同じことを言うことができ

る。

職種のグループ全体を統合する共通の特徴がそこに

見られるとしても,部門別小グループに目録を分ける
ことは,少なくとも教育上および職業オリエンテーシ

ョン上の類別の目的に合致する。たとえば,自 動車輸

送小グループのすべての職種について仕上げ教育など

が必要である。

仕上工のいろいろな専門は,日 録でこれらの専門が

各部門にわたる職種のグループならびに部門別グルー

ズ

プに配置されていることとは無関係に,統合されうる

ものである。とくに,すべての仕上専門にとって共通

のものは,専門科目「仕上職の基礎」である。

すでにのべたように,日録に記入された職種名は,

賃率・熟練資格便覧およびその他の公式熟練資格資料

に正確に一致している。これは,勤労者の現行職種構

造に適応した中学校での職業教育の実施を保障し,熟

練要員にたいする国民経済の需要に答えるものであ

る。

中学校での教育のために職種の術語を正確に記入す

ることは,しかし,生徒の生産教育の内容において専

門知識を縮少することがないように監督する義務を,

国民教育機関から奪いとるものではない。職種は,労

働の分fヒの結果であって,その作業場よりももっと広

範な概念であることが多く,労働のいくつかの同系統

の変種,その生産部門の作業場グループを包含するこ

とができるっ職種の内容は,部門別の形で,また各部

門にわたる職種では国民経済的な形でさえ,その職種

を表示する賃率,熟練資格の特徴づけによって決定さ

れる。したがって,生徒の教育にあたっては,後援企

業体のその作業場における労働の内容ばかりに立脚し

ないで,賃率・熟練資格便覧,生産の技術的発達によ

って出される要求,国内の先進的企業に起る労leJの新

しい分化形態一多機械操作,機械設備のセル・サービ

ス,総合作業班の倉」設のための運動などに拠らなけれ

ばならないc

目録には,機械組立作業の仕上工,仕上・電気組立

工,旋盤工,化学実験室の実験手などのような広範な

専門知識を要する多数の職種と専門がふくまれて ヽヽ

る。中学校における生産教育の経験が示しているよう

に,こ のような職業の選択は,生徒の職業教育の課題
に一番よく合致するものであるc

後援企業体の教育条件と要員にたいする国民経済の

需要は,大量生産の企業の特徴となる現業のためにも
生徒の教育を必要とすることが多い。目録の注釈には

つぎのような引用がある。「その地区の企業 におい

て,大衆的職業の目録に現在ふくまれていない職種と

専門の従業員が必要となるばあいには,そのような職
種が,1960年に職業技術教育にかんするソ連邦内閣国

家委員会の出した職程 専門の一般目録にあれば,そ

の従業員の教育は年間計画と未来計画で規定すること

ができる」。

このばあいにおける職業教育の専門の拡大は,つぎ
の方法で行なうことができる。

こ 1労働者の遂行する作業と比較して,その職種
の作業範囲内で,教育中に習得すべき作業のオペレー

_/  、
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ションまたは種類の数を増加させる方法。

流れラインで組立工を養成するばあい,教育内容に

は,実際にその企業の組立工が十分な数のオペレーシ

ョンを遂行していないこととは無関係に,組立にかん

するすべての,または大部分のオペレーションをふく

めることができる。化学工業の企業体を基地とした機

器係り工の養成には,い くつかのI‐A器を使 う作業の習

得をふくめることができる。工業設備の修理・仕上工

の養成は,数種 (型 )の設備の修理技術の習得からな

りたつ。このように,冶金工場を基地とす るばあ ヽヽ

は,教育内容に2～ 3種類 (型)の工作機械設備と 1

～ 2種の工学的設備の修理技術の習得をふくめること

ができる。

② いろいろな同系統職種に関係のある作業は,つ
ぎのような専門拡大の方法によって習得することがで

きる。

製品の大量生産への移行とその加工の精密度の要求

の増大は,万能設備の複式総合機械やオートメーショ
ン 0ラ インとの交代と関連している。万能設備を用い

て旋盤作業またはフライス作業だけしか遂行できない

労働者は,今ではあれもこれも習得しなければな ら

ず,多 くのばあい数種の異なった作業を習得しなけれ

ばならない。したがって,大量生産場において旋盤工

フライスエ,その他の職業教育の専門を,決定するば

あいには,生徒の教育に,いろいろな専門に関係のあ

る作業の習得をふくめなければならない。たとえば,

機械製作企業では,と くにオペレーション別労働分化

の行なわれているときには,た とえば,つぎのような

機械―タレット旋盤,プ レーナ,ほぞ穴盤,ボ ール盤

を用いて作業をすることのできる工作機械工の養成が

可能である。

そのほか,つぎのような職業一旋盤 0タ レット旋盤
工,(オペレーション別作業の)フ ライスエ 0ボ ール

盤工などの職業の結合 (兼職)も 可能である。

建設業では,石工・組立工,左官・ベ トンエなどの

職業別教育の結合によって専門を拡大することもでき

る。

家具工場≪リーラ≫を基地としたモスクワ市第 270

学校の生産教育の経験は,教育期間中に生徒が,企業
で狭い専門の労F31者のもっている10種のオペレーショ

ンをりっばに習得することができることを,は っきり

と示した。この経験にもとづいて,新 しい目録には,

圧搾工,丸のこ盤・帯のこ盤・平削り盤・けびき盤・

フライス盤・ほぞ削り盤・ ボール盤・研削盤・連鎖ほ

ぞ削り盤の機械工の専門を包含する職種「木工機械工」

がふくまれた。

このような専門の拡大の 1つ として,教育内容に

は,その作業を遂行するのが工作機械工ではなく,調

整工であるにもかかわらず,設備の調整・整調・小修

理にかんするすべての,またはいくつかの作業を行な

う機械工の養成をふくめることができる。

O 専門の拡張の第 3の方法は,いろいろな,しか
も同系統でない職種に関係した 2種類の作業の習得で

ある。

たとえば,製糖工業の機器係り工を教育するばあい

には,仕上・組立作業の同時習得を保障するのが適当

である。というのは,こ の企業の活動の性格が季節的

であるので,修理期間中機器係り工の一部は仕上工と

しての作業を行なう。電気炉の補助製鋼工を養成する

ばあいには,い くつかの電気組立作業の習得もまた予

定する方がよいっあるばあいに,化学工業の機器係り

工を養成するとき,その教育内容に実験手などの主な

職能の習得をふくめるのが適当である。

生徒の職業教育の専門の拡張方向の 1つとしての職

種と専門の兼職は,ど のばあいにも,労働過程の相似
と機構の類似にもとづいてはじめてできることであ

る。職種の兼職はまた,技術的・経済的要求および経

営的要求に根拠づけられていなければならないったと

えば,農村建設者は,自分が数種の作業を遂行するこ

とができてはじめて,完全な労働の負担を負うことが

できるのである。農村地方では,複雑な種類の建設作

業の遂行を予定しない,あ まり重要でない建てものが

多くのばあい建築されている。このような事情は,数

種の職種を兼ねた農村建設者の養成を適当と考えさせ

るゆえんであるったとえば,個この種類の組立作業や
コンクリート作業を遂行する石工,し き石・塗装・壁

紙・硝子作業のできる左官の養成が適当である。生徒

の教育にあたって,こ のような職種を兼職させること

は,建築における労働過程の分析と技術的進歩の将来

性の考慮に立脚するものである。左官作業としき石作

業は, 1連の同種の工学的特徴をもっている。塗装作

業は,作業方法と材料こそ左官とは異なるが,機構の

構造と作用原理の点で同じものをもっているっ

職種を兼ね習得することは,職業構成が職種の術語
の幾分広範なことを特徴とし,それぞれ個こにとり上

げた職種と専門の労働者が比較的不足 していて,通

常,熟練労働者の流動が少ない地方の農村と都市にと

っては,と くに適当である。兼職によって,同 じ恒久

的な学習生産企業体でいっそう多くの職種の教育を行

ない,熟練要員にたいするその経済地区の需要にいっ
そうよく適応し,卒業生の労働安定を保障することが

できるのである。
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いして優先的に職業教育を実施しなければならない。

このような職種にあげられ るのは,た とえば,実験

手,ラ ジオ機器の組立工,機器類・時計の機構の組立

工,大多数の繊維生産の専門,縫製工,小間物生産・

メリヤス生産,軽工業と地方工業の生産の職種,農業

生産の多くの職種,な らびに非生産的職種である。

日録では,婦人の就業の可能性が指摘され,ま たは

そのための一定の制限が定められている。たとえば,

パソ焼職を女生徒が学ぶことは,機械化された炉があ

るときに限り許可され,女生徒が,始動エンジンと電

気始動装置のない車輪 トラクターで作業をすること,

また トラクターにとくべつの座席がないときには作業

をすることは,許されない。

生産教育をともなう中等普通教育学校の生徒に教育

しうる主な大衆的職種と専門の新目録は,学校と計画

諸機関に生徒の教育のための専門の決定について明確

な指針を与えるものである。

目録は,生徒にたいする職業オリエンテーション活

動のための最初の資料である。目録にふくまれた職種

にしたがって,まず第 1に生産教育の教科プランとプ

ログラムが作製される。

中学校の生徒の職業教育の専門の確定にかんする研

究をつづけて,生産教育研究所の各部局は,教育の専

門の類別を行ない,その専門を同系統のグループに分

けた。これによって,それぞれの方面一機械・電気・

ラジオ技術・熱工学 0化学・建設・農業・教育・その

他の方面にしたがって多数の職種グループ別の統一さ

れた教科プランを作製することができた。

鈴 木 道 太著

価 260円 〒 60
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価 250円 〒 60

周 郷  博著
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新目録の職種と専門 380の うち,102種は,18才未

満のものの就業が禁止されている職種である。たとえ

ば,金属熱加工工,ガス溶接工,補助製鋼工,起重機

運転手,パ ン焼工,水カタービン修理仕上工,電気機

関車運転手などである。目録ではこれらの職種に星じ

るしがつけてある。これらの職種と専門の教育は,つ

ぎのような順序で行なわれる。 9～10学年で生徒は,

学校工作室において予備的な一般職業教育を受け,専

門について実験・実習作業をやり,安全技術規則,職

業の習得に必要な一般技術科目と専門科目を学習す

る。11学年では生徒は,生産における主な職業の技能

を習得する。年令・性別・その他の条件を考慮して,

企業内での生徒の教育の手続の問題は,保健機関・職

業委員会と共同で国民教育機関が決定する。

このような専門の生徒の教育の範例となるのは,ロ

シア共和国教育科学アカデミーの作製した化学生産の

実験手・機器係り工養成の教科プランとプログラムで

ある。 9学年で生徒は実験作業の技術,化学分析の基

礎,化学工場の設備の修理を学ぶ。10学年では化学工

学の基礎,工業分析,検査 0計沢I器具を学ぶ。

前述の科目の実際的作業を生徒は学校の実験室と企

業の作業場で行なう。職場には生徒は,化学工学の基

礎のそれぞれの章の見学の範囲でやってくるにすぎな

い。生徒が18才に達する11学年で,生徒は専門科目を

学び,職場で実習と生産的労働を行なう。教科プラン

のこのような構成によって,化学工業における よ う
に,18才未満のものの就業が禁止された職種について

も生徒を教育することができる。

日録に示された 1連の専門については,女生徒にた

父

現

母

婦

社



<教材 0教具解説>

回 路 の 製 作 と 指 導

Oは じめ に

回路計は電気測定器の中で最もよく用いられているものの一つである。電気を実感として把握するために

は,回路計の針のふれを目で知ることと,オ シロスコープのブラウン管上で知ること以外にはない。オシロ

スコープは高価でありまた製作も不可能なので,何んとか回路計を製作してみたい。作ることの中から本当
の使い方を知り,原理も理解できるものである。こんな意図で,次のような回路,部品でもって作ることに

した。部分品はすべて秋葉原で購入し,費用は1,000円 くらいでした。

○回 路 図 ○部 品 表
lmA直流電流計・……………1個
lmA亜酸化銅整流器……… 1個

電池 (単 3)・・………………。1本

2回路 6接点スイッチ……… 1個

2回路 2接点スイッチ……… 1個

ケース (100× 160× 50)。……1箱

抵抗 (10Ω ,50Ω , 100Ω ,

250Ω ,500Ω )…………… 5個

10K Ωボリウム……………… 1個

2Pタ ーミナル・・・・…・・・・・・・・・・・1個

ツマミ。… … …・・・・… … …・2個

テス ト棒…………… …………・2本

クリップ・…… … … …… …。2個

コード……………………… 1.2m

ビス・導線…・………………。。若千

○製作上の注意

製作の順序は部品の配置 (図のよ

うにしました),次に配線・ 動作テ

ストといきますが,部品をケースに配置する前に必ず部品テストをしておいたはうがよいでしょう。さて製

作上とくに苦心したのは,ケ ースに電流計を取りつけることでした。ケースに円穴をあけることで 1図のよ

うにケース上にケガキ針で計器円をかき,その内側にドリルの半径分だけ差引いた円をケガキ,その円をド
リルで穴をあけて抜き取り,更に円形ヤスリで仕上げていきます。

洋内

'可

↓

夕  ヽン

え

10k Ω

100k Ω

250kΩ

59

図



○配 置 図

lokV R

3図

次に抵抗の一端を固定するために,幾分太い導線 (かたいもの)を必要なだけ 2図のように配線し,そこ

に抵抗を固定します。次に整流器の接続はリードを間違えないように配線し,特にハンダ付けの際,長時間

かけてハンダ付けしないこと。また直流電流計及び電池等の極性を間違えないように注意します。電池の取

りつけは,ケ ースにホルダーを作ってしっかり固定し,配線|ま極にじかにハンダ付けします。 3図に整流器

の接続図を示します。

○動作テスト 部品テスト・部品配置・配線が終ったら動作テストです。これは十分注意していただ きた
い。できあがった喜びでつい配線誤りも調べないうちに行ない破壊する恐れがしばしばあるからです。まず

第一に配線 ミスはないかどうか調べてみる。なかったならば切換スイッチを直流倶1にして,しかも抵抗沢1定

状態にレンジを合せボリュームを左にまわしておいてテスト捧をショートさせて0オ ーム調整を行なう。こ

のとき,ボ リュームを右にまわしていって針が正しくふれれば結構ですが,反対にふれることがあるので注

意したい。反対にふれたときは電池の接続ないしは整流器,ま たは計器の接続にミスがないかどうか調べて

いただきたい。次にそのままで,切換スイッチを交流倶1に してみる。そのとき,針のふれが幾分低下するは

ずである。こうなればOKで ,次に直流の電圧を沢1っ てみせる。レンジ|ま必ず大きい方から小さい方へ移す
ようにしたい。また極性を間違えないようにすること,こ うしてよかったら交流電圧を,貝 1っ てみる。このと

き直流目盛より約 1割 くらい指示が低下するはずである.

Oお わ りに 電流測定レンジがなくては回路計とはいえないのですが,分流抵抗が人手できずやむなくは
ぶきました。それに電流回路は半波整流でもよいのですが,市販のものを使用したので両波整流としまし

た。ロータリースイッチは 1回路 6接点でよいのですが将来のために2回路 6接点を使用しました。日盛板

はlmA用になっていますので,かきかえが必要ですcで も慣れば別に不使でもありません。問題なのは抵
抗目盛だけです。以上のようにして多少不便な沢1定器ではありますが,直流電圧,交流電圧,抵抗の測定が

できます。このような製作を通して,分流器のltlき ,分流抵抗 (Rs)と 直流電流計の内部抵抗 (フ‐)と の関

係がム =岳 嫁 わされ 倍率器抵抗 解わ は 馬 =バ〃→ い は倍率を表わつ で表わされる

こと,また半波整流,両波整流の原理,及び指示値が交流のときは,直流のときより ■∠二Eα≒0.9Eα
(Eα は実効値)で 1割は低下することを教えたい。
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<紹介>

産 業 高校 の 現 状

まえがき

いっぼうでは高校進学率の増加,他方高度経済成長
政策により,多 くの技能者の不足をもたらしている現
在,「後期中等教育」の再編成は教育上の一大課題で

あるばかりでなく,社会全体の関′い事である。民衆の

立場からは高校全入運動がすすめられており,文部省
でも「後期中等教育」の拡充整備に着手しだした。「後

期中等教育」への関′きは,未だかってみなかったほど

の高まりをみせている。それにたいする期待はさまざ

まである。業界では,深刻な技能者の不足をなんとか

補いたいということで,ま た父母はわが子に何とか高

校卒の資格をとらせたい。そうすることがわが子の将

来を保証することであると考えているcまた子ども自

身も何とかしてより高い学歴を身につけることをのぞ

んでいる。だから高校へいきたい意志をもち,能力も
ありながら家庭の事情で,それを断念しなければなら
なかった子どもは,企業内の職業訓練をうけなん` ら

も,定時制高校へ通うという二重通学を行なう。いっ
ばんに事業内職業訓練所では,この二重通学を歓迎し

ない。ところによってはこれを禁止している。にもか

かわらずこの傾向を完全におさえることができないの

が現状である。

そこで企業側としても,何 とかこの二重通学の負担
を軽減してやることを考えなけれlゴならなくなったc

事業内職業訓練所と定時制高校との連けいは,か くし
て生まれたのである。

では,こ の企業と定時制高校との連けい」り,現状は
どうであろうか。

そこで,こ の種学校として先駆的役割を果した神戸

市立産業高校と最近発足した富山県高岡産業高校につ

いて,その現状を紹介してみたいc

l 神戸市立産業高等学校
現在,連けいしている企業は,阪神内燃機工業株式
会社 (昭和30年 4月 ),三ツ星調帯株式会社,中田造機
株式会社,神戸ドック株式会社 (いずれも昭和32年 4

月)の 4社であるが,こ のほか別科 (産業科)と 連け
いしているものに,新三菱共同組合(昭和32年 5月 ),
川崎重工下請共同組合 (昭和35年 4月 )とがある。し

かし,現在のところ完全に連けいしているのは,阪神
内燃機工業株式会社だけであるc

学科は機械科 (4か年),家庭科 (4か 年),それに

別科として産業科 (2か年)がおかれている。

機械科は各学年 2組に分れていて,そのうちの 1組

は,阪神内燃機工業の従業員で構成されている。そし
て,こ の組だけが「新教育法」による取扱いをうけて

いるcすなわち,こ の阪神内燃機工業の従業員は高等
学校の学習課程のうち,実習ならびに専門科目に関す
る約半分の課程を阪神内燃機工業での事業内教育によ

って履習し,一般教科その他約半分の課程を産業高等
学校で履習することにより,4年間で高校の全課程を
履習できるようになっている。

したがって,阪神内燃機工業でおこなわれている学
習内容ならびに指導計画は,すべて高等学校学習指導
要領に従って実施されることになっており,学校側と

密接な連絡を保ち,会社の幹部職員によって週 3日 間
(毎 日午前 4時間)の授業が事業内において行なわれ
ているので,阪神内燃機工業の生徒が学校へ来るのは

週 3日 間 (隔 日登校)である。その他の生徒は普通定
時衛1高校に準じている。

なお,産業高等学校における教育課程は,次ページ
の表のとおりである。

2 富山県・高岡産業高等学校
<教育対象>
市内の中小金属工場の現場従事者を対象とし,雇主
と学校とで教育契約を結び入学させる。

<運営および編制>
職種別にコースを分け,現場学習,家庭学習を登校
学習とあわせ,一貫したカリキュラムをつくる。登校
は週 4日 とし, うち 1日 は昼間とする。

現場学習は,巡回教師によりCOntrolす るとともに

現場に指導員を委嘱する。生徒担任制または指導教官

常1を とる。

<学科と実習の関連>
各教科において,作業主義にもとづく学習を展 開
し,学科実習を一元化する。
ラウンド方式による生産を中核としたカリキュラム

を構成する。

<内容・方法の理念>
内容領域を限定して,考え方主義,論理訓練主義を
とる。すべての教科を 4年間に分割し,積重ね,く り
かえし方式でいく.作業主義・行動主義をとるととも
に,プ ログラム方式を採用して,学習の個別化をはか
る。

<カ リキュラムについて>

現在おかれているコースは,機械工作,鋳造 0成型
板金・溶接の 3コ ースであるc

教科・科目としては,金属加工,機械要素 (各種機

ヽ   _
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械),金属材料,製図,

工業経営,社会,国語 ,

数学,物理・化学,電気一般,

外国語,保健体育がある。

つぎにカリキュラム改訂の方針と金属加工の切削に

ついて,表示しておこう。

カリキュラム改訂の方針 (案 ) ―一高岡産業高校一一
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切削加工を中′心とする工作法
沢1定 ,分析から入る

切削機械を中,い とした機械要
素,力学

材料試験,鋼材の検査から入
り,金属の性質,各論にいたる

鋳造,ダ イカストに重点機械
工作を含む

ダイカスト●マシン等を中心
として機械要素,力 学

試験・ 検査から入る。各論は
鋳鉄,ダ イカスト合金に重点

板金加工法,熔接作業から入
る。機械工作を含む

プレス,せ ん断機等を中心と
した機械要素,力学
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測定・ 統計に重点おく,数概
念の強化のため,中学校の復
習を行なう

機械工作に準ずるか,沢1定で
温度,質量,成 分に重点をお
く

とくに図形に重点をおく,他
は機械工作に準ずる

覆覇抒
定 かこ鶉 鮮 は

1須
伸 嘔 点 機械工作に準ずるただし化学

的内容を強化

各グループ共通に基礎教科として学習する。

機器,計器の分析から入り,電気の性質,法 則,そ の応用にいたる。

作業研究から入り,工具管理,機械管理,運搬管理より工程管理と発展する。
実際の工場のデータをもとに,分析を中′いとした学習を行なう。

地域の工業の調査分析から入り産業,経済と発展する。
地理・歴史の枠をなくし,それぞれの領域で地理的歴史的分析を試みる。

行動言語,言語スキル (誤解スキル,基本文芸)の訓練に重点をおく。
読書指導もこれに関連づけて行なう。
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技  術  教  育    12月 号 予 告  <11月 20日 発売>

特集 :金 属加工学習の動向

金属塑性加工の最近の動向 。…………益田森治    認識過程について 。………………佐藤禎

薄板金加工学習における             <教 具解説I>

考案設計指導の一考察 ・………。・加藤友一  エレキットによる

金属加工学習の実践的現状 ・…………編 集 部    3球 ラジオの学習指導 …………東山メ
<海 外 資 料><実践的研究>
生徒の職業オ リエンテーションとクラブ活動 としての育苗実践 ・:・……佐久間徳一

一会津実生桐苗育成一                職業相談 (7)… ……………………・1///子 `

電気教材における                <文 献ダイジェスト>

力動的思考学習 ・…………………吉本彰三  最近の教育誌から ・……………………水越庸夫
教材の系統性と子どもの

ｆ
ｉ
ｆ
亀

編    集

◇本号は,最近とみに大きな問題として論議をかもし

出している「後期中等教育」の一環としての「職業訓

練」について,と りあげてみました。

現在,おもだった製造工業では,有能な現場技能者

の養成を事業内で行なっているところが多いが,必ず

しも企業のもくろみどおりにはいっていない よ うで

す。それどころか,む しろいろいろな障害にぶつかり

それをどのように克服すべきかで,悩んでいることの

ほうがぶつうのようです。職業訓練と高校との連けい

という方式も,そ こから考え出された問題解決の一方

法だとみることができましょう。実際に役立つ技能の

習得は事業内訓練で,これからの職業人,社会人とし

て必要な教養や理論的なことがらは学校で学ぶ,つま

り,両方の長所をとり入れ,生産労働と教育との統合

をはかることによって,急激な技術革新に適応してい

けるような人間を育成しようとするものであるといわ

れていますcしかし,内実は必ずしもそううまくはい

っていないようです。

そこで,本号では現在の企業内技能者養成教育が,

どのような状況にあるのか,ま たどのような問題をか

‐後   1記

かえているのかといったことについて,連盟の委員長

である後藤先生に,ま た職業訓練と高校との連けいの

諸型体およびそれがもつ問題点,と くに今年から発足

した神奈川県立技術高校に視点をおいて,予想される

問題点をのべていただきました。

「後期中等教育」の問題を考えるばあい,中卒者を

対象とする職業訓練は,きわめて重要な要因であるだ

けに,その正しい在り方の追求は不可欠だといわなけ

ればならないでしょう。中学校の技術教育を考えるば

あいにも,こ の問題は重要な意味をもつものと思いま

す。ご意見をお寄せください。

(本誌では,みなさんがたの実践・研究の原稿を歓迎

しておりますc技術教育に関係のあるものならば,何

でも結構ですc枚数は400字 づめ原稿用紙 (横書き)

16～7枚程度です。なお本誌に掲載させていただいた

分には,薄謝を差しあげます。

このほか,本誌では,自作教材・教具解説の投稿も

歓迎していますc気軽にお寄せくださることを期待い

たします。
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